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2011 年 8 月 23 日（火） 

14:00 現地集合・チェックイン・会場準備 

14:30 特別講演：水口 隆先生（香川大学） 

     「電磁鋼板用高 Si 鋼のひずみ速度変化による破壊形態変化」 

15:00 教員講演：伊藤 勉先生（香川高専） 

     「Class I 型固溶体の粒内変形支配型超塑性」 

15:30～16:45 井面研究室学生発表５名  

山脇 正嗣「シミュレーションを活用した都市高速道路 BCP 策定支援に関する研究」 

松原 雄三「高潮災害時の津波シミュレーションデータベースの構築と活用」 

真野 昂平「建設業 BCP 策定支援システムの構築」 

久山 寛典「大学における安否確認システム構築に関する研究」 

黒田 明宏「応力発光体の建設・危機管理分野への調査研究」 

17:00 教員講演：掛川 寿夫先生（香川大学） 

     「次世代アンチエイジング対策化粧品の開発」 

17:30～18:00 宮川研究室学生発表２名  

   宇田 雄気「MBE 法による希薄磁性半導体超格子 GaGdAs/GaAs の作製および構造と磁気特性」 

   新山 和哉「Gd/Fe 磁性多層膜ライン周期構造の作製と磁気特性評価」 

18:00～19:00 夕食 

19:00 特別講演：宮川 勇人先生（香川大学） 

     「フォト・スピントロニクスと希土類添加希薄磁性半導体」 

19:30 特別講演：田中 康弘先生（香川大学，香川高専非常勤講師） 

「ショットピーニング処理した Cu 含有鋼における初期酸化過程の検討」 

   （懇親会） 

22:30    消灯（厳守） 

 

2011 年 8 月 24 日（水） 

8:00 朝食・チェックアウト 

9:00  教員講演：岡田 憲司先生（香川高専） 

「疲労試験データの整理法【Ｓ－Ｎ曲線回帰法】」 

9:30～10:15 岡田・水口・田中研究室発表：計３名 

塩谷洸太「金属材料疲労強度データベースによる機械構造用鋼の回転曲げ疲労特性解析 

の試み」 

   藤岡 豪「Fe-4%Si 合金の破壊形態に及ぼす温間圧延の影響」 

堀江道広「純 Ti の高速引張時の延性向上に与える変形双晶の効果」 

10:30 教員講演：須崎 嘉文先生（香川大学） 

     「光ファイバーセンサーの開発」 

11:30（解散） 

  

 

 

図２ 第８回夏期材料セミナー(2011)のスケジュール 
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2.1.3 「四国キャンパス元気プロジェクト 2011」への専攻科生の参加 

 

１．目的 

四国地区の大学生等との交流を通じて，視野を広げるとともに高専専攻科生の状況について理解を

深める。 

 

２．平成２３年度の目標 

学会等に参加する工学系の学生ではなく，異分野の文科系等の学生との交流を行う。 

 

３．手段 

 校長裁量経費の支援を受けて創造工学専攻の学生５名でチームを作り，SPOD（四国地区大学教職員

能力開発ネットワーク）フォーラムのプログラムの 1 つである「四国キャンパス元気プロジェクト

2011」に参加させる。 

 

４．評価方法 

実施後の学生から感想で評価する。 

 

５．成果 

愛媛大学で 8 月 25～26 日に開催された「四国キャンパス元気プロジェクト 2011」には，香川高

専の他に，徳島大学，愛媛大学，高知大学から 4 チームが参加した。専攻科生達は，普段接するこ

とがない，文系，理系が色々と入り交じった大学生達と交流して良い刺激になったようである。｢高

専は，高等専門学校の略なのですね。はじめて知りました。｣という大学生もおり，大学生側にも高

専を知ってもらう良い機会だったと感じた。本校の学生は，パワーポイントの作成に習熟しており，

大学生よりも立派なプレゼンテーション資料をつくるが，しゃべりということに関しては大学生の

方が勝っているように感じた。以下に参加した学生達の感想を記す。 

 

Ｎくん： 

「四国キャンパス元気プロジェクト」に参加して今までにない経験をいくつかしました。まず，

僕は高専 6 年目で工学部 6 年目ですが，周りの参加学生は経済学部や教育学部などで，雰囲気の違

いを感じました。他の学生の雰囲気は同い年や少し上かと思っていたら年下がほとんどでした。ま

た，他大学での普段の生活やサークルについてもいろいろわかり，高専生は忙しいと改めて感じま

した。一番心に刺さったのは，大学は夏休みが 8 月からで，前期終了とともに休みになります。こ

れは知っていたのですが，高専の夏休みはレポートや研究に追われて忙しいのに大学生は色々な場

所に遊びに行ったりしていてなんで忙しくないのかという謎が解けたことです。大学は夏休み前に

前期が終わるのでレポートが出ないのにここで初めて気が付きました。大学は就職に困っていると

いうことを人伝いでしか聞いたことがなく，ここで初めて大学生本人から聞き，高専の就職率の良

さにも改めて感じました。大学生が就職活動などで使うための名刺を作っていることを知ったのも

心に刺さった出来事の一つです。「四国キャンパス元気プロジェクト」の発表では大学との考え方

の違いを感じました。大学はサークル活動などを多く行っているため，そこに焦点を当てていたの

に対し，自分らは学校のカリキュラムに焦点をあてていて，高専生は遊んでいないなと思いました。
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また，大学生の説明が意外と上手でした。「四国キャンパス元気プロジェクト」に誘ってくださり

ありがとうございました。またこのような機会があればぜひ誘ってください。 

 

Ｈくん： 

今回の『四国キャンパス元気プロジェクト』に参加して大学生と高専生とでおかれている環境の

違いを実感しました。 具体的には大学生は，自分達の知識向上を目的としたプロジェクトではなく

自分達が楽しむようなプロジェクトを企画しているのに対して，高専は自分達の知識向上を目的と

したプロジェクトを企画している。また，討論中も意見があまり噛み合わなかったことが多かった

ので，支障があり大変でした。 

 

Ｆくん： 

大学生と接して一番感じたのは，自分は高専に染まっているんだなぁと実感したこと。今回の提

案で高専だけ大学の提案に比べると浮いていると感じた。それが高専と大学との違いなのだと思っ

た。高専の提案は学生向けというより先生や企業など学校全体で物事を考えていた。それはやはり

卒業研究などで企業と関係しているところがあることや，企業の方と会う機会が多いからだと思う。 

それに比べて大学は学生向けの提案となっている。これはこういうことを企画するサークルがすで

に存在しているからだと思う。つまりサークル活動の延長の提案を考えてきていた。高専とは違い

多くの人数や学部がある大学だからこそできることだと思う。大学の提案を聞いて，高専ではこう

いう提案はまず考えつかないと思った。合宿やサークルでやること自体高専では考えられないから

である。以上のことより，自分は高専に染まっていると実感した。そのため大学生との交流は非常

に刺激になった。新しい考え方や活動を聞くことができ多くの苦労もあったが得られるものもあっ

たと思う。 

 

Ｋ１くん： 

普段経験できない新鮮な時間を過ごすことができた。 

特に，文系の学生が多い中で，高専生の考えや意義を上手く伝え僕らが考えたプログラムを理解

してもらうのは苦労した。一方，他大学の学生が熱心に課題に取り組み，また僕らのプログラムに

対しても積極的に良し悪しの指摘をして下さった姿は，慣れた仲間内だけの高専生には見られない

姿であった。いずれにせよ，普段使わない考えや気配りに精一杯で，ひどく疲れた。 

 

Ｋ２くん： 

大学の方と何かを一緒にするという機会は今までになかったので貴重な体験をすることは出来た

のですが，発表する内容から大学生と高専生の社会に出ることに対しての意識のずれが大きくある

ように感じました。 

 

６．これからの取り組み 

このような機会があれば次年度以降も専攻科生を積極的に参加させたい。 
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2.1.4 工学系数学統一試験の推進 
 
１．目的 

全国の大学生と比較することによって，香川高専専攻科創造工学専攻学生の数学に関する学力を把
握し，今後の専攻科および本科の数学教育にフィードバックする。 
 
２．平成２３年度の目標 

工学系数学統一の受験者数の拡大を目指す。 
 
３．手段 

高松キャンパスを受験会場とし，創造工学専攻委員および特別研究指導教員から学生に受験を勧め
る。 
 
４．評価方法 

受験者数で評価する。 
 
５．成果 

今年度は，全国的には受験者が前年度に比べて約 100 名減少し，高松キャンパスは 2 名減の 6 名
だった（図１参照）。創造工学専攻学生の成績については，全国平均を大きく上回る者と大きく下
回る者の差が顕著であった。 
 
６．これからの取り組み 

工学系数学統一試験の受験者数を拡大し，専攻科生の数学力の把握に努め，教育改善に反映して
いく。 

年度 高松ｷｬﾝﾊﾟｽの受験者数 全国の受験者数 

2011 6 2,548 

2010 8 2,626 

2009 9 3,134 

 
 

氏 
名 

得点（各 100 点満点） 偏差値 

微分積分 線形代数 
常微分 
方程式 

確率・ 
統計 

微分積分 線形代数 
常微分 
方程式 

確率・ 
統計 

A 80 14 45 未受験 62.59 40.28 50.38 未受験 

B 84 94 80 70 64.22 70.8 63.25 60.97

C 10 33 23 36 33.96 47.53 42.28 45.71

D 54 38 31 30 51.95 49.44 45.23 43.01

E 93 94 92 未受験 67.9 70.8 67.67 未受験 

F 0 27 25 38 29.87 45.24 43.02 46.6 

 
 
 

  
微分積分 線形代数 

常微分 
方程式 

確率・統計 

(100 点満点) (100 点満点) (100 点満点) (100 点満点) 

受験者数 2,548 人 2,526 人 1,957 人 1,643 人 

平均点 49.22 39.48 43.98 45.57 

標準偏差 24.45 26.21 27.18 22.28 

変動係数 0.497 0.664 0.618 0.489 

 
 図３ 全受験者の平均点 

図２ 高松キャンパスの受験者の成績 

図１ 受験者数の推移 
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2.1.5 学位授与機構・小論文試験合格率の向上 

 

１．目的 

 香川高専の専攻科生が，専攻科修了時に学士の学位を全員取得でき，希望の進路（進学・就職）

に順調にすすめることを目指す。 

 

２．平成２３年度の目標 

 高松キャンパスの創造工学専攻２年生２５名全員を，平成 23 年 12 月に行われる学位授与小論文

試験に合格させる。 

 

３．手段 

 小論文試験の直前に，特別研究の主査・副査が出題した問題による小論文模擬試験を実施する。

模擬試験の答案は，直ちに採点し学生に返却する。 

 

４．評価方法 

小論文試験の合格率および小論文試験報告書に記載されたアンケート調査結果によって評価す

る。 

 

５．成果 

 創造工学専攻２５名の専攻科 2 年生全員が小論文試験に合格した。また，小論文試験報告書から

の【試験で気づいたこと】はいくつかの項目に分け，次頁のようにまとめた。次年度への情報に活

用できる。 

 

６．これからの取り組み 

 学位授与試験の全国平均合格率は 95％前後であり，20 人に 1 人の割合で不合格とされる危険性が

常につきまとう。今後も模擬小論文試験等の対策を実施して学位小論文試験の合格率１００％を目

指していく。さらにこの項目は，年度ごとの小論文試験合格率の報告にもなるため，毎年の年報で

取り上げる項目と考えている。 

 

【小論文試験(平成 23 年 12 月 18 日)報告書から抜粋した情報】 

 

【試験会場までのアクセス】 

・試験会場は岡山大学津島キャンパス（工学部１号館）であった。 

・岡山大学行きのバスは岡山駅西口から出て，下に降りた 22 番に乗り場がある。 

・行きは早く着き過ぎると思うくらいの移動でちょうどよかった。 

・岡山大学近くのレストランから，会場までは 15 分程度もかかった。早めに出た方がよい。 

・帰りのバスは直後のものは非常に混む。 

 

【試験会場について】 

・受付時間までは会場に入れない。そのための防寒対策は必要である。 
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・時計は会場に設備されていないので，必ず持参する必要がある。 

・私服で OK である。ほとんどの学生が私服である。 

・試験会場は暖房があるため，暖かい。 

・試験開始２０分前程度までは資料の見直しはできる。 

・席は書類提出順となるため，友達と同時に提出すると席が近くなる。 

・100 人位が入れる教室で受験した。 

 

【試験問題について】 

・解答用紙は１頁３０行程度の罫線が引いてあるのみで，両面印刷されている。１枚で不足すれ

ば追加の用紙をもらえる。 

・試験時間は 90 分で途中退室なしである。トイレも抜け出せない。試験時間に余裕はなかった。 

・問題が単純すぎて，一言で解答できるようなものばかりである。そのため，そこから拡張して

分量を多くする必要がある。間違ったことを書くといけないので，テーマの核となる要点の周

辺についてもそれなりに知識を持っておく必要がある。 

・語句の説明問題では，テーマの中であまり重要でないと思われる箇所から出題された。 

・図を用いて説明する必要があるが，定規持ち込み不可なので苦労した。 

・実験装置の説明もできるようにしておく。 

・３問とも記述式の問題である。最初からハイペースで記述していく必要がある。 

・問題は簡単であるが，問われたことのみを記述すると，解答欄が大きく余りかねない。そのた

め，周辺知識や補足説明で欄を埋めた。自分の研究だけでなく，周辺を広く知っておくべきと

感じた。 

 

【学習成果レポートとの関連】 

・学習成果レポートに記載した内容をしっかり理解しておくことが必要と思われる。逆に，いろ

いろなことをたくさん記述するのではなく，簡単な基礎的事項をしっかり考察してまとめること

が重要だと感じた。 

・学習成果レポートで自分が強調した部分について質問が出る傾向だと思うので，あることにつ

いて強調して書くと，そのことについて質問される可能性が高くなり，勉強しやすいと思われる。

学習成果レポート作成の時点で布石をしておくとよいかも知れない。 
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2.2.2 デザイン能力を養う教育の継続・発展 

 

１．目的 

  創造的，実践的な技術者の育成を図る。 

 

２．平成２３年度の目標 

専攻科２年生の特別実験・演習Ⅱで平成 20 年度より行っているデザイン教育を継続・発展させ 

る。 

 

３．手段 

デザイン教育は，担当者間で協議しながら進め，成果発表会を開催して指導教員の評価を得る。 

 

４．評価方法 

デザイン能力を高める教育環境を作って，その結果どのようにデザイン能力が付いたかを調べる。

評価方法として，教員による達成度評価表の点数により評価する。 

 

５．成果 

図１に示すデザイン教育の教材を作成し，課題として提示して実施した（図２参照）。今年度よ

り新専攻体制で運用した。 

 

項 課  題 グループ構成

1 通是:電磁リレーで構築された計算機 2 名 

2 SEM の停止通知システム 2 名 

3 電動野菜収穫台車の開発 2 名 

4 KARACRIX を用いた給水装置の遠隔制御 2 名 

5 遠隔温度測定ロボット 3 名 

6 自動車の自動駐車支援システムの動作検証 2 名 

7 サンドイッチまな板を用いたカロリー計算システム 3 名 

8 就職・進学支援における Web システムの開発 5 名 

      

 

(1) 設計過程の記録 

課題の設計過程を昨年度と同様に，以下の記録シートにより逐次記録した。また，製作課程

をノートに記録し，終了時に報告書として作成した。 

・概要設計シート ・計画立案シート ・詳細設計シート ・設計図面  

・製作シート   ・動作検証シート ・問題報告シート ・報告シート 

 

 

 

図１ 平成 23 年度作成・実施したデザイン教育 
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2.2.3 インターンシップへの取り組み 

 

１．目的 

  インターンシップへの取り組みを推進する。 

 

２．平成２３年度の目標 

  インターンシップ履修者を増やす。 

 

３．手段 

インターンシップの受け入れ先を積極的に開拓する。２年間を通じて履修時間を累積できるよう

にする。 

 

４．評価方法 

インターンシップでは，実施数，履修時間により評価する。 

 

５．成果 

(1) インターンシップ履修状況 

インターンシップの単位認定は２年間の累積履修時間数によることとしている。図１に，今年度

の実績を示す。履修者の A2，A1 はそれぞれ２年生，１年生を表し，年度欄には時間数を示す。備

考欄には，大学院等での研究と海外インターンシップを示した。１年生に２名の海外インターンシ

ップ履修者があり，その内１名は，高専機構主催の「平成 23 年度海外インターンシッププログラ

ム」に選考された学生である。 

 

(2) インターンシップ受け入れ先調査 

平成 23 年度中国・四国地区専攻科生研究交流会参加に併せて広島大学大学院を学生訪問した。

参加者数は以下の通りである。 

       工学研究科 情報工学専攻   2 名 

       先端物質科学研究科        4 名 

 

履修者 H22 H23 認定単位 備考 

A2-1 112* - 2 *研究 

A2-2 80 40* 2 *研究 

A2-3 46 - 1  

A1-1 - 63 -  

A1-2 - 160☆ -  ☆中国 

A1-3 - 3W☆ -  ☆フィリピン 

 

 

 

 

図１ 評価シート集計結果（学生平均値） 
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2.2.4 コミュニケーション教育の実践 

 

１．目的 

  効果的なコミュニケーション教育を実践する。 

 

２．平成２３年度の目標 

  コミュニケーション能力を向上させる。 

 

３．手段 

学生と教員とのコミュニケーション実施記録を残す。英語のコミュニケーションではネイティブ

講師による英語授業を実施する。 

 

４．評価方法 

コミュニケーション能力向上では，学生の取り組みを評価する。 

 

５．成果 

(1) ネイティブ講師による英語授業 

１年前期工学基礎科目の「工業英語」においてネイティブ講師による英語授業を実施した。授業

前半はテキストに沿って宿題チェック，語彙，リーディングを行い，後半は，レゴブロックを用い

た「ものづくり英会話」として，レゴの組み立て，プログラミング，実際の動きを披露，さらに改

良案発表という流れを全て英語で実施した（図１参照）。図２に，授業アンケートの結果を示す。 

   

(2)東洋未来大学と香川高専による交流会の開催 

  東洋未来大学からの来校に際して，交流会“The 3rd International Educational Research between 

DMU and KNCT”を開催した（図３参照）。本校の学生では，口頭発表 1 件，ポスターセッション 23

名が発表を行った。また，校内見学にも多くの学生が参加し，積極的なコミュニケーションが図ら

れた。 

 

(3) 研究発表 

今年度中国・四国地区専攻科生研究交流会での発表件数は 15 件，国内学協会の講演等は 11 件，

ポスター発表を含む国際会議発表は 21 件であった。 

 

６．これからの取り組み 

授業アンケートの結果からネイティブ講師による英語授業は学生に好評であるので，今後も継続

してゆきたい。 
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2.2.5 技術者倫理 

 

１．目的 

社会に対する技術者の責任を自覚させ，技術者倫理を身に付けた技術者を育成する。 

 

２．平成２３年度の目標 

基礎項目である倫理綱領や倫理概念等を理解させた上で，具体的な事例を取り入れた学習を行な

い，技術者としての責任を実感させる。企業倫理としての視点を技術者としても考えさせ,また,技術

者としての安全や責任,コンプライアンスについて考えさせる。 

 

３．手段 

技術者として身につけるべき倫理綱領,倫理規定，法，規約等を理解させ，専門職の役割には責任

や義務が伴うこと，その影響が自然や社会に及ぶことを学習させ，技術の使命が人々の生活の向上や

社会的貢献にあり，そのような技術者としての倫理的責任を自覚し考えるよう学習させる。 

教材としては“齋藤了文著「はじめての工学倫理」昭和堂”を教科書として使用し，適宜プリント

を配布し，新鮮な事例を提供し，視聴覚教材を活用する。 

この科目において 

・倫理概念，工学の倫理概念等について知るべきことを学ばせる。 

・倫理綱領から技術者として心がけることを学ばせる。 

 ・安全性を確保するために，設計の段階において考慮することを学ばせる。 

 ・製造物責任法について，設計上，製造上，指示・警告上の欠陥を防ぐことについて学ばせる。 

 ・技術者の組織・雇用者への忠誠心と不服従・内部告発について学ばせる。 

・専門的技術の影響力と倫理について学ばせる。 

・情報の開示及び技術者のモラルに関して学ばせる。 

などの教授を行うが，次のような具体的な事故例も取り入れて社会に対する技術者の責任を実感でき

るような学習を行う。すなわち， 

・三菱自動車事故,ＪＲ福知山線事故,六本木ヒルズ回転ドア，福島原子力発電事故等を取り上げ，

何が問題であるかを学ばせる。 

・製品に対しての説明，責任の透明性の大切さを，事例を通して学ばせる。 

・消費者の安全性について,偽装や偽造の具体的事例について学ばせる。 

 

４．評価方法 

・基本的には,年４回の定期試験による基礎事項の理解度による素点を主に評価する。 

・テストの結果,授業態度,ノート・レポート提出,発表学習等を通じ適正な評価に努める。 

 

５．成果 

・教師による成績評価 

   今年度の「技術者倫理」における平均点は各専攻毎では  

電子情報通信工学専攻 19 名 平均点＝95 
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2.3 機械工学科 

2.3.1 総括 

 

１．目的 

・機械工学科について，中学生他多くの方々に広く知って頂く。 

・団体競技活動を通して，学生の団結力とコミュニケーション能力を育む。 

・学生の国際的な視野を育成し，外国人とのコミュニケーション能力の向上を図る。 

・機械技術者としての基盤を築く。 

 

２．平成２３年度の目標 

・対外ＰＲのための学科ホームページの充実 

・機械工学科内の競技チームの大会への積極参加 

・国際交流事業への積極参加 

・機械設計技術者試験 3 級資格取得支援と合格者数の向上 

 

３．手段 

・学科ホームページを読みやすく興味の持てるものに一新する。 

・担当教員が窓口になって適切な競技大会の案内，チーム活動への援助を行う。 

・国際交流事業に参加する。 

・機械設計技術者試験 3 級資格取得の支援を行う。 

 

４．評価方法 

・学科ホームページの学内アンケートおよびアクセス数などで評価する。 

・定期的に担当教員がチームの活動状況を学科会議で報告し，目的に合致した活動であるかど

うかを検討評価する。 

・国際交流事業への参加状態で評価する。 

・日本機械設計工業会主催の機械設計技術者試験３級の合格状況で評価する。 

 

５．成果 

(1)機械工学科内の競技チームの大会への積極参加【2-2 で詳細を記述】 

(2)国際交流事業への積極参加【2-3 で詳細を記述】 

(3)機械設計技術者試験３級 

４，５年生の機械工学科学生が受験し，24 名中 14 名が合格した。 

合格率は，58.3%であり全国の合格率 32.5%を大きく上回った。 

  (4)アドバンストコースへの支援 

社会の多様化とグローバル化に対応した戦略的技術者育成を目指して，長岡技術科学大学 

が全国の６高専と協働して始めた，協働科目Ⅰのうち，技術科学フロンティア概論の香川高

専科目設計責任者，および講義担当者 1 名を機械工学科から選出した。8 月 26 日（金）に

協働科目 I（技術科学フロンティア概論）の一貫として『力学と材料と加工プロセス』につ

いて講義を実施した。 
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2.3.2 機械工学科競技チームを活用した教育 

 

１．目的 

 学生の機械工学に対する興味を引き出し，機械専門分野に対する勉学意欲と教育効果高め，様々

な分野において活躍できる実践的機械技術者の基盤を築く。さらに団体競技活動を通して，学生の

団結力とコミュニケーション能力を育む。 

 

２．平成２３年度の目標 

 機械工学科の学生で競技チームを編成し，各種大会へ積極的に参加する。 

 

３．手段 

（1）機械工学科学生 4 年生 1 名，5 年生 1 名，教員 1 名で機械工学科競技チームを編成し，二輪車 

安全運転競技大会に出場する。 

 

（2）機械工学科 5 年生 6 名，教員 2 名で機械工学科競技チームを編成し，放課後や休日，夏休みを 

利用して，学科所有のエコカーの改良を行い，さらなる燃費向上を目指す。テスト走行には， 

香川県運転免許センターや坂出の Honda セーフティトレーニングセンター四国（HST 四国）を 

利用する。 

 

４．評価方法 

（1）香川県運転免許センターで開催される「二輪車安全運転全国大会香川県予選」に出場し，その 

結果で評価する。  

（2）栃木県の「ツインリンクもてぎ」で開催される「本田宗一郎杯 Honda エコマイレッジチャレン 

ジ 2011 第 31 回全国大会」に出場し，その結果で評価する。 

 

５．成果 

（1）二輪車安全運転全国大会香川県予選について 

 平成 23 年 6 月 11 日（土）に香川県運転免許センターで開催された「第 44 回二輪車安全運転全国

大会 香川県予選」に出場した。この大会は，二輪車の安全運転知識と技術の向上図ることを目的と

して毎年開催されている。競技は，法規走行と 3 つの課題走行があり，それぞれ減点方式で採点が

行われる。課題走行は，コンビネーションスラローム，坂道レムニー，ブロックスネークの 3 つで

あり，いずれも難易度は高い。今年度は，機械工学科競技チームとして，高校生等クラス（50cc）

に機械工学科 5 年生の手島直人君，4 年生の田中翔太君，一般クラス B（750cc）に福井智史教員が

出場した。結果は，高校生等クラスで田中君が優勝し，8 月 6 日～7 日に三重県の鈴鹿サーキットで

開催される全国大会への県代表選手としての出場権を獲得した。また，手島君，福井教員ともにク

ラス 2 位の素晴らしい成績を残した。図 1 にこれまでの参加記録，図２に表彰式後の記念写真を示

す。平成 21 年度より参加しており，今年度で 3 回目の出場となる。各年度とも上位入賞者が出てい

る。  

 以上のことから，二輪車安全運転競技大会を通して二輪車の安全運転知識と技術の向上が図れた。 
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2.3.3 機械工学科における国際交流事業への学生の積極参加 

 

１．目的 

 国際交流学術活動に積極的に学生を参加させ，それを通して学生の国際的な視野を育成し，

外国人とのコミュニケーション能力向上を図る。 

 

２．平成２３年度の目標 

 機械工学科として国際交流事業に積極的に取り組み，専攻科の学生に国際シンポジウムで研

究発表を経験させるとともに，海外文化を視察体験させる。 

 

３．手段 

学術交流協定を締結している台湾の正修科技大学の機械工学科と学科レベルで国際シンポジ

ウムを企画立案し，専攻科・創造工学専攻・機械工学コース 1 年生全員を口頭発表者として申

し込ませ，台湾で開催されるシンポジウムに派遣して特別研究の内容を英語口頭発表させる。

また，これに向けて指導教員が学生に英語口頭発表の指導を行う。 

 

４．評価方法 

正修科技大学で開催するシンポジウムにおいて，専攻科・創造工学専攻・機械工学コースの

学生に研究発表させる。学生により研究内容と語学力に差があるので，研究発表を実施するこ

とで成果として評価する。 

 

５．成果 

２０１１年３月９日(水)から１４日(月)にかけて，機械工学科から派遣した学術交流団は台

湾の正修科技大学を訪問して国際研究交流発表会を開催するとともに，高雄市と台北市にある

材料科学分野の研究施設を視察見学した。正修科技大学における訪問・見学計画を図１に，国

際シンポジウムのプログラムと発表テーマを図２に，活動の様子を図３，図４に示す。 

 
Date Time Activity Venue 
March 10 
(Thursday) 

13:00~16:00 Academic Workshop Department of Mechanical Engineering, CSU 
16:00~17:00 Lab. Tour Department of Mechanical Engineering, CSU 

 
March 11 
(Friday) 

08:30~11:30 
Visiting Metal Industries Research & 
Development Center 

Kaohsiung City 

11:30~13:30 Lunch Kaohsiung City 

図１ Visiting Schedule of Department of Mechanical Engineering, CSU 

 
「日本香川技術學院機械系」與「正修科技大學機械系」 學術研討會 

◆時間：2010 年 03 月 10 日（星期四）13:00~17:00 

◆主辦單位：正修科技大學  機械工程系暨機電工程研究所 

◆地點：正修科技大學 圖科大樓 7 樓視聽教室 

◆聯絡人：熊仁洲教授 

 議  程 (Agenda) 

13:00~13:20 報到 (Registration) 

13:20~13:30 貴賓致詞 (Welcome Speech) 

13:30~14:00 Prof. Fukui Satoshi (Kagawa National College of Technology) 

The Fatigue Strength Analysis for Martensitic Stainless Steel Coated with Thin Film 
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2.4 電気情報工学科 

2.4.1 平成 23 年度電気情報工学コース改善会議の開催 

 

１．目的 

本学科にて設定している学習教育目標やカリキュラム構成について，本学在校生や学外有識者を

交えて確認検討を行う。 

 

２．平成２３年度の目標 

 本学科にて掲げてきた教育目標やカリキュラム編成が社会的ニーズを満足しているのか確認す

る。さらには，技術者養成への取り組み状況についても検討し，次年度の課題を明確にする。 

 

３．手段 

 企業にて技術者として活躍している専攻科修了生 6 名を招聘し，電気情報工学科の教員，本科 4，

5 年生，専攻科 1，2 年生にて下記のように電気情報工学コース改善会議を開催した。また，本会議

では，まず昨年秋に新たに設定した本科卒業時の学習教育目標について本コースの広報部会長より

説明を行った。さらに，6 名の専攻科修了生から実体験を踏まえた卒業時に身につけるべき素養や

能力について率直な意見や本コースへの要望等を頂いた。 

 

電気情報工学コース改善会議 開催日程 

 日時 ： 2012 年 1 月 21 日土曜日 14 時～16 時 

場所 ： 香川高等専門学校 高松キャンパス 第 1 会議室 

議題 ：  (１) 本科の目標について 

(２) 卒業時に身につけるべき素養 

(３) 今後の改善課題について 

(４) その他 

 

４．評価方法 

 参加した在校生も含めた意見交換を実施し，また本コースの教育方法の是非を確認した。 

 

５．成果 

6 名の専攻科修了生から実体験を踏まえた卒業時に身につけるべき素養や能力について次のよう

な意見を頂いた。 

・上司を納得させた上で仕事を行うことが多いため，コミュニケーション能力が大切 

・海外出張などの経験から，英語などの語学にも積極的に取り組むべき。 

・専門に限らず一般教養科目も必要となる機会がある。 

・新聞や書籍など活字になれておくことが必要。 

・気持ちの切り替え，リフレッシュの仕方を学んでおく 

総じて，社会人では技術的な能力に加えて英語力を含めたコミュニケーション能力が求められると

いう意見が多く挙げられた。また，参加した在校生も含めた活発な意見交換が行われ，また本コー

スの教育方法の是非を確認でき，今後の教育改善に向けた有意義な会議となった。 
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2.4.2 プリント基板作成装置の導入による回路設計授業の効果 

 

１．目的 

 電気情報工学科では 5 学年において，現在の技術者に求められる総合的な設計能力開発を行うた

めの教育として PBL を導入し，チーム活動をベースとして学生が企画した製品（演習ではこのよう

に呼称）を設計して完成に至るまでの一連のプロセス実習を取り入れている。この演習では設計能

力のスキルアップはもとより，学生がチーム活動の重要性や個人の責任意識を深く理解することを

目的としているが，これまでは回路製作における半田ミス等の後戻り作業が少なからず発生し，演

習効率を損ねていた。そこで，現在の設計・製造工程に近い設備を導入して製作・製造に関する演

習内の工程を見直し，それによって企画や設計の時間を十分に確保して本来の目的が達成できるよ

うな演習形態にすることを目指した。 

 

２．平成２３年度の目標 

 昨年度は PLD(Programmable Logic Device)の設計を演習に取り入れ，現在のハードウェア設計ツ

ールに慣れる機会を与えるとともに製作時間を削減させたが，達成感を感じられるレベルの製品企

画を学生が行うには回路規模もある程度大きくなり，そのため配線等の手作業もかなり残る。平成

23 年度はこの対策として，多量の配線に対しては半田作業に代えてプリント基板を用いることがで

きるような演習方式とすることを年度目標とした。 

 

３．手段 

 平成 23 年度はマスタープランによる設備導入申請が認可されたことから，LPKF 社の提供するプ

リント基板加工機，半田リフロー装置（部品のマウンタ等含む）に加え，プリント基板設計ソフト

（Opuser）を導入した。授業ではこのうち特に Opuser とプリント基板加工機を用いることとし，技

術職員の協力を得て学生に設計法や使い方の指導を行った。半田リフローは卒業研究，特別研究あ

るいは教員の研究などで使用することが主な目的で導入したが，今後表面実装部品などを設計授業

で用いることも副次的な目的として念頭に入れており，段階を踏んで応用していく計画である。 

 

４．評価方法 

 プリント版加工機の授業導入に関しては初年度であることから，学生にツールの導入意義が理解

され，回路設計の時間内でこのツールを適正に使うことができるかどうかが最大の評価ポイントで

ある。すなわち，実習時間内に学生が使えるような指導ができること，学生が理解して自主的に自

分たちの回路作成に応用できること，完成した回路にこのツールを用いたプリント基板が適正に使

用され動作することを評価対象とした。さらに，このツールを導入する意義は，前述のように回路

規模がある程度大きくできることであり，学生の達成感を十分与える効果がなければならない。そ

こで，2 月の最後の時間に行う発表会で回路作成上の問題などを取り上げてもらい，学生自身が感

じている問題点などがないかを把握した。 

 

５．成果 

 平成 23 年度の回路設計では，３つのグループに分かれてそれぞれ小さい会社の態を模擬し，社長，

設計技術部長，製造部長などグループメンバーの役割を決め，何らかの電子玩具あるいは美しい装
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2.4.3 プログラミングコンテストによる情報処理教育の取り組み 

 

１．目的 

 全国高等専門学校プログラミングコンテストへの参加を通して，情報処理教育の充実を図る。特

に，情報処理分野に強い関心を持つ学生を対象に，プログラミングの開発能力，プレゼンテーショ

ン能力の育成を図る。 

 

２．平成２３年度の目標 

 全国高等専門学校第 22 回プログラミングコンテストの３部門すべてに参加し，全国大会に出場す

る。 

 

３．手段 

 全国高等専門学校第 22 回プログラミングコンテストの３部門（課題部門，自由部門，競技部門）

に参加する。電気情報工学科の教員が各チームの指導を行う。 

  キャンパス内 申込締切  ５月２３日（月） 

  キャンパス内 審査会   ６月２０日（月） 

募集期間         ６月２４日（金）～ ７月１日（金） 

予選（書類審査）     ７月３０日（土） 

本  選        １２月２２日（木），２３日（金） 

            会場：舞鶴市総合文化会館 

 

４．評価方法 

 全国高等専門学校第 22 回プログラミングコンテストの結果により確認する。 

 

５．成果 

 プログラミングコンテストの結果を表１に示す。３部門に各１チームが参加した。参加した全て

のチームが予選を通過し，全国大会に出場することができた（図２）。 

 課題部門の作品「スマートアンブレラ」は，傘にマイコン，カラーLED などを組み込み，スマー

トフォンと連携することにより，道案内，天気予報などの機能提供するものである（図３）。傘に

取り付けた LED で情報表示を行い，傘を差したままで簡単に操作することができるようにした独創

的なイディアと技術力が評価され，最優秀賞（文部科学大臣賞）を受賞した。 

 自由部門の作品「iFarm -次世代農作業システム-」は，ICT 技術を活用して農作業の効率化を図

るシステムであり，敢闘賞を受賞した（図４）。競技部門は惜しくも一回戦で敗退した（図５）。 

 

６．これからの取り組み 

 平成 25 度も３部門すべてへの参加を目標とし，全国大会への出場を目指す。コンテストへの参加

を通じて，参加学生の技術力の向上を図るとともに，他の学生に対しても，情報処理技術への興味，

関心を喚起する。 
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2.5 機械電子工学科 

2.5.1 低学年の実験実習の見直し・改善 

 

１．目的 

 制御情報工学科における実験・実習では，１，２年生では多くの実験・実習時間が機械系実習に

割かれ，３年生では実験・実習時間数が電子系の実験に集中している。機械系／電子系の実験・実

習の時間数アンバランスを解消するため，機械電子工学科の低学年（１年生～３年生）において実

験・実習の内容について見直し・改善を行う。 

２．平成２３年度の目標 

機械電子工学科第２学年の「創造機械電子基礎実験実習Ⅱ」のテーマを改め，学生が使う実習テ

キストを作成する。平成 24 年度の「創造機械電子基礎実験実習Ⅲ」のテーマを考案する。 

３．手段 

 平成 23 年度の機械系・電子系の実験・実習の実施状況を鑑み，昨年度作成した実験・実習のテー

マを反映した，機械電子工学科３年生の平成２４年度「創造機械電子基礎実験実習Ⅲ」のシラバス

を作成する。 

４．評価方法 

 実際に，平成 23 年度の実験・実習（創造機械電子基礎実験実習Ⅰ,Ⅱ）を行い，第１学年から第

３学年の実験・実習の見直し・改善の効果を検証する。 

５．成果 

 目標で記載したテーマ（図１）をもとに，実習テキストを作成した（図３）。平成 24 年度の実習

テーマ案を作成し（図２），あわせて「創造機械電子基礎実験実習Ⅲ」のシラバスを作成した。創

造機械電子基礎実験実習Ⅱの実習風景を図４に示す。 

６．これからの取り組み 

 平成 23 年度に実験・実習（創造機械電子基礎実験実習Ⅱ）を実施し，見直し・改善の効果を検証

する。策定した３年間通しの機械系・電子系の実験・実習テーマをもとに「創造機械電子基礎実験

実習Ⅲ」（３年生，２単位）の実習テキストを作成し，具体的な指導内容や実験機材の準備を行う。 

 本改善取り組みは平成２２年度から平成２４年度までの３年間を要する。単年度あたりの評価は，

学生による授業評価などが有効であると思われる。３年間の実験・実習を通した改善効果の評価方

法については，新たに考案する必要がある。 

 

前期 後期 前期 後期

交流信号計測 全波整流回路 旋盤実習 NC旋盤実習

CR回路 電源回路 　・旋盤の構造と取扱い方法の確認 　・構造と取扱い方法

LR回路 NOTゲートの真理値表 　・段付きボルト，リングナットの製作 　・座標の計算方法

共振回路 各種TTLゲートの真理値表 　・ フライス盤エンドミル作業 　・プログラミング

ダイオードの静特性 反射型フォトセンサ/LED点灯 溶接実習

半波整流回路 DCモータの駆動回路 　・TIG溶接

移動ロボットの作成 　・炭酸ガス溶接

　・ガス切断/エアープラズマ切断

電子実習 機械実習

図１ 平成２３年度創造機械電子基礎実験実習Ⅱテーマ 
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機械電子基礎

造機械電子基
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2.5.2 学科発明コンテストの実施について 

 

１．目的 

 以下を目的に，機械電子工学科 1 年生と制御情報工学科 5 年生合同の学科発明コンテストを開

催する． 

- １年生に普通高校と違う高等専門学校らしい創造的な取り組みをさせる 

- ５年生には高専４年間で学んだこと生かした新たな発明を生み出す創造的活動を行う機会を 

設ける 

- 発明活動を通じて，知的財産に関する諸知識や諸法令に関する素養を養う 

 

２．平成２３年度の目標 

機械電子工学科１年生と制御情報工学科 5 年生を対象に学科発明コンテストを実施し，優秀作

品を香川高専発明コンテストへ推薦する。 

 

３．手段 

以下の図１に示す日程で，学科発明コンテストを実施した。発明内容を記載し提出する書類は，

香川高専発明コンテストへそのまま出展できるよう同コンテストの応募資料を利用した。また，コ

ンテストへの応募資料とは別に，進捗状況を説明する書類(図２)と発明品の既存情報の確認表（図

３）を作成させ，知的財産に対する素養を養えるよう工夫をした。 

                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月 概要説明会，メンバー割り振り(１年のみ) 

6 月 メンバー表と進捗状況説明表提出(図２) 

8 月 発明書類, 既存情報の確認表提出(図３) 

9 月 発表審査会(図４) 

図 2 進捗状況確認表 図 3 既存発明品の調査票 

図１ 機械電子工学科発明コンテスト日程表 
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４．評価方法 

  学生の習得度は，毎回の教科書

（演習書）提出と，４回の定期試験

で評価した。また，定期試験とは別

に，400字程度の記事作成課題を2回

程度課して応用力を評価した。 

 

５．成果 

  実施した演習項目および課題を

図２および図３に示す。年間を通じ

て，「文章はきちんと書くべきであ

る」との意識を学生に植え付けるこ

とに重点をいた。この点では成功し

ている判断している。 

定期試験，提出物（記事作成課題

を含む）及び総合成績の度数分布を

図４に示す。 

日本語は乱れているとの指摘も多 

いが，文章作成の基本的ルールを指示し，「注意 

して文章を読み書きする」ことを念頭に置きさえ 

すれば，概ね良好な文章が書けるものと判断でき 

る。 

留学生が1名含まれるが，漢字文化で育っていることと当人の優秀さのため，大きな障害とはなら

なかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．これからの取り組み 

  初年度は試行錯誤の側面が多々あったが，概ね軌道に乗った。常用漢字表等の補助教材，学協会に

よる術後の差異，定期試験の方法，添削の方法，等について，工夫が必要である。 

項目 内        容 

1 導入，グラフの描き方１ 

2
初級演習

１ 

横書き，段落，誤字，句読点，送りがな，同訓

・同音語句 

3
初級演習

２ 

形式名詞，補助動詞，口語文章体，禁則処理，

主語の省略，中点，括弧・コロン，複合問題 

4
中級演習

１ 

接続詞，接文語句，常用漢字表，氏名の表記，

カタカナ単語 

5 ワープロ，表計算ソフトの使い方 

6
中級演習

２ 

長音符号，学術用語，副詞の表記，音読み副詞，

訓読み副詞，英文チェック 

7
中級演習

３ 

当て字，漢数字，数字を含む慣用句，修飾語と

被修飾語，読点による誤読回避，複合問題 

8

文章作成

の知的テ

クニック

接続詞，文末の表現 

月  日          課      題 

7月15日 午前中に受けた授業の報告記事 

1月20日 ドッジボールん競技の解説記事 

図２ 学習項目実施チェック 

図３ 記事作成課題 
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た。見学会見

そのため，

れてきたが，

整頓，清掃の

ある PR 手段

としたい。ゴ

め，ひいては

で行うべき躾

活動に参加

ならず，建設

とを平成 23
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４．評

建設

ければ

クリー

ム宣言

と，一

ない。

土木工

学生に

など，

て成果

事が大

 

５．成

 建設

と，平

名位が

内海ダム建設

害対策センタ

ダム建設現場

には即座に対

ために果たし

あったが，リ

の好感度を高

学科応募学生

平成 23 年

見学会は盛況

将来への種

資材の再利

の頭文字をと

段として，建

ゴミ箱や黒板

は安全・安心

躾教育に繋げ

加する中で，

設環境工学科

3 年度の課題

      

評価方法 

設環境工学科

ば，それが目

ートから人へ

言など土木が

一朝一夕に受

現場見学会

工学に対する

にはオープン

香川高専と

果とする。バ

大切である。

成果 

設環境工学科

平成 23 年 1

が高松港に集

設現場を見学

ターと交通監

や使用機材

対策を実施す

している土木

リビング高松

高めるうえで

生は推薦 9 名

年度は推薦選

況であったが

種をまくこと

利用を積極的

とって 3S 活

建設環境工学

板の清掃から

心に結びつく

げていければ

清潔，躾を加

科のイメージ

題とする。

     

科の受験者数

に見えた評

へ」のスロー

が悪者にされ

受験者増に結

会については

る関心を持っ

ンスクールへ

との結びつき

バスツアーに

 

科 OB 会（紫

10 月 23 日

集合した後フ

学し，高松に

監視室を見学

の大きさに

するための設

木の役割を認

松などの広報

で効果的であ

，学力 32 名

選抜 18 名を含

が，中学生の

とは出来たが

的に計るなど

活動を実施す

学科では 3S

ら始めて，教

く実験室をは

ば良いと考え

加えた 5S を

ジ向上に大い

Annual Re

数の増加に直

評価に繋がる

ーガンが横行

れている現状

結びつくとは

は，ＰＲ活動

ってもらい，

への参加を働

きを強めるこ

については，

紫美瑠会）の

（日）に参加

フェリーに乗

に戻りサンポ

学した。現場

目を見張ると

設備や体制を

認識してもら

報誌を通じて

あったと思わ

名の合計 41

含めて 50 名

の参加は 1 名

が，即効性に

どの環境面の

するなど，イ

運動を学科

教室や廊下を

はじめとする

える。 

を学生達が身

いに貢献でき

eport 2011

直接結びつ

が，「コン

行し，脱ダ

状を鑑みる

は楽観でき

動を通じて

参加小中

働きかける

ことを持っ

継続する

の協力のも

加者約 80

乗船して小

ポート合同

場では本校

とともに，

を見学する

らえたと思

てバスツア

われる。 

名で，定

名の志願者

名のみであ

に乏しいも

の取り組み

イメージ改

科全体で取

をきれいに

る建設棟の

身に付けら

きるものと



2.学科・専

 

 

テーマ

テーマ２ 

2.7 通

2.7.1 

 

１．目的 

体験入

 

２．平成２

体験入

 

３．手段 

学科の

取り組む

 

４．評価方

前年度

 

５．成果 

平成

ーマを一

 

 

 

専攻科・セン

１ 無線 LAN

君にもでき

通信ネットワ

体験入学の

入学を充実さ

２３年度の目

入学の「通信

の教員が協力

む。 

方法 

度と入試倍率

23 年度に詫

一新し，今年

ンター等の継続

を体験してみ

るビデオ放送

ワーク工学

の充実 

させ，入試倍

目標 

信ネットワー

力して，中学

率を比較し，

詫間キャンパ

年度は５つの

続的な改善

よう-WiFi-

送-USTREAM- 

学科 

倍率を上げる

ークがわかる

学生にとって

評価する。

パスで実施し

のテーマ全て
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る方策を取る

るコーナー」

て魅力ある体

 

た体験テー

てを新規に開

 

 

【体

 タ

波）

ても

物を

ゃい

【体

 み

を使

しま

送す

見る

スカ

      

る。 

において，

体験テーマを

マと実施風景

開発した。

体験内容】 

ブレット PC

による通信

も，通信でビ

をコントロー

います。 

体験内容】 

みんなでミニ

使ってビデオ

す。テレビみ

する 映像は，

ことができ

ウトされる

     

新規テーマ

を考え，今年

景を以下に示

C (iPad) な

を体験します

デオや画像を

ルしたり，い

ニ放送局作り

撮影した映像

みたいに番組

インターネ

ます。腕を上

かも (^_^) 

Annual Re

マを開発する

年度の体験入

示す。昨年度

どを使って

す。電線をつ

を送ったり，

いろんなこと

を体験しま

像を USTREA

組表も作りま

ネット上で世

上げたらテレ

。  

eport 2011

る。 

入学に真剣に

度までのテ

，無線（電

つながなく

，いろんな

とができち

ます。iPod

AM で放送

ますよ。放

世界中から

レビ局から

に 
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テーマ３ 

テーマ４ 

テーマ

 

 

 

 

平成２

った学科が

学科で最高

 

６．これか

志願倍率

える。しか

々な活動に

 

専攻科・セン

ロボットトレ

テレビ電話

マ５ 通信のお

３年度入学者

が，平成２４

高となった。

からの取り組

率の増加は，

かし，それは

に取り組んで

ンター等の継続

レースマシンを

を使って学校

おもしろ実験

者選抜試験で

４年度入学者

 

組み 

体験入学に

は昨年度の反

でいかなけれ

続的な改善

をつくってみよ

校探検しよう!

室 

で学力志願者

者選抜試験で

によるものだ

反動でたまた

ればならない
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よう 

 

 

 

者１９名，倍

で学力志願者

だけではなく

たまに過ぎな

い。 

      

倍率０．６６

者６１名，倍

く，さまざま

ないのかも知

     

６倍の香川高

倍率２．６５

まな地道な活

知れない。慢

Annual Re

高専７学科で

５倍となり香

活動によるも

慢心せずに，

eport 2011

で最低であ

香川高専７

ものだと考

今後も様
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2.7.2 ３年基礎工学実験のテーマを再編成 

 

１．目的 

コンピュータ，ネットワーク，エレクトロニクスの知識を基盤とした情報通信分野の技術者を 

養成する。 

 

２．平成２３年度の目標 

３年基礎工学実験のテーマを再編成する。 

 

３．手段 

１～５年の学生実験テーマを総括的に見直し，その中で３年の実験テーマを再編成する。新た 

に選定した３年の実験テーマについて担当者を決定し，実験実習教材の準備，実験実習テキスト 

の作成等を行う。 

 

４．評価方法 

平成２４年度基礎工学実験計画書，実験実習テキストの完成をもって評価する。 

 

５．成果 

学科会議，ワーキンググループ毎の会合などを経て，１～５年の実験テーマ全体を見直し，３ 

年基礎工学実験のテーマを決定した。新規テーマについて担当者を決定し，計画書およびシラバ 

スが完成した。また，必要な機材を購入した。新規テーマのテキストは，担当者毎に作成中であ 

る。シラバスからの新規テーマの抜粋を以下に示す。 

 

６．これからの取り組み 

新年度からに実施に伴い，学習項目の細部の変更，テキストの改善を適時行う。 

学習内容 

学習項目（時間数） 学習到達目標 

   ・・・ 

2.測定器の取り扱い(6) 

3.報告書の書き方(2) 

   ・・・ 

5.機械製図の基礎(6) 

6.機械加工実習(4) 

   ・・・ 

9.Excel によるグラフ作成(4) 

   ・・・ 

12.コンピュータネットワークの基礎(4) 

13.ディジタル回路Ⅰ(4) 

   ・・・ 

15.C 言語を用いたロボットマシンの制御(4) 

 

よく使う実験器具の取り扱い方法を習得する。 

実験報告書の書き方を修得する。 

 

械製図の基礎を理解する。実体図の描き方を理解する。 

簡単な機械加工技術を習得する。 

 

Excel を用いてグラフが作成できる。 

 

コンピュータネットワークの基礎を理解する。 

ディジタル回路の基礎を理解する。 

 

C 言語を使った制御を理解する。 



2.学科・専

 

 

2.8 電

2.8.1 

 

１．目的 

電子シス

た準備を基

２．平成２

今年度よ

・授業法を

言語導入教

３．手段 

 電子シス

み合わせ，

 電子シス

単にプログ

ドストーム

グラミング

に対して苦

と実験実習

で確認し，

することで

とロボッ

４．評価方

前述の方

に導入し，

５．成果 

 基礎工学

アンケー

専攻科・セン

電子システム

新学科２年

せた効果的

ステム工学科

基に実験実習

２３年度の目

より電子シス

を導入し，実

教育を行う。

 

ステム工学科

より効果的

ステム工学科

グラムできる

ム NXT を使

グする方法を

苦手意識を持

習(基礎工学

再び座学で

で，エンジニ

トコンテス

図 1 

方法 

方法を実際に

学生のアン

  

学実験・実習

ト結果，右の

ンター等の継続

ム工学科 

年情報処理

的な情報処

科では，新カ

習において新

目標 

ステム工学科

実施する。具

 

科 2 年で行わ

的なソフトウ

科では 1 年生

る付属ソフト

使用したソフ

を導入した。

持たせること

学実験・実習

で復習する方

ニアとしての

トの様子を示

実習の様子

に平成 23 年

ンケート結果

習で実施した

の列は後期の

続的な改善

理Ⅰ（座学）

処理カリキ

カリキュラム

新しい教材の

科 2 年生に導

具体的には，

われる情報処

ウェア教育を

生の創造実験

トを使用し工

フトウェア教

これにより

となく学習が

)の学習項目

方法を取る。

の基礎知識に

示す。 

子     

年度電子シス

果・情報処理

た学生のアン

のアンケート
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）と基礎工

ュラムの実

ムにおいて効

の導入し効果

導入された基

座学と実験

処理Ⅰ（座学

を実施した。

験・実習にお

工学導入教育

教育を考えレ

り，感覚で楽

が進むことが

目について連

さらにプロ

に関する学習

  

     

ステム工学科

理Ⅰの成績か

ンケート結果

ト結果である

      

工学実験・実

実施 

効果的な学習

果的な教育を

基礎工学実験

験実習の連携

学）と基礎工

 

おいてレゴマ

育を積極的に

レゴマインド

楽しみながら

が期待できる

連携を取り，

ログラムの設

習も目指した

図 2 ロボ

科 2 年生の情

から教育効果

果の一部を図

る。質問 1 の

     

実習（実験

習を実施する

を行う。 

験・実習につ

携を取りなが

工学実験・実

マインドスト

に行っている

ドストーム N

ら学ぶことで

る。具体的に

座学で学ん

設計書・障害

た。図 1，2

ボットコンテ

情報処理Ⅰと

果を確認する

図 3 に示す。

の結果から，

Annual Re

験実習）を組

る。特に，昨

ついて，新た

がら，初心者

実習（実験実

トーム NXT

る。そこでレ

NXT を C 言

で，学生がプ

には座学(情報

んだことをす

害表の作成方

に今年度行

テストの様子

と基礎工学実

る。 

図の左の列

学生が非常

eport 2011

組み合わ

昨年度行っ

たなテーマ

者向けの C

実習）を組

を用い簡

レゴマイン

言語でプロ

プログラム

報処理Ⅰ)

すぐに実験

方法を学習

行った実習

 

 

実験・実習

列は前期の

常に楽しみ
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ながら学習

問う質問で

目への理解

 次に図４

行った。定

のプログラ

C 言語の基

 

６．これか

 今年度，

ロボットコ

から座学の

ている。こ

実施する。

 また電子

3 時間より

トでネイテ

専攻科・セン

習を進めてい

では，前期に

解がより進ん

図

４に学習教育

定期試験は，

ラムを記述し

基礎知識を高

からの取り組

電子システ

コンテストル

の学習時間を

これらの事を

。 

子システム工

りも増加する

ティブ非常勤

ンター等の継続

いくことがで

に比べ後期の

んでいること

図 3 基礎工学

育目標を達成

C 言語の文

しなければな

高いレベルで

高いレベル

達成できて

達成できて

組み 

テム工学科 2

ルールの更な

をより増やし

を考慮し，来

工学科 3 年生

る。増加する

勤教員の英語

続的な改善

できているこ

の方が，制御

とがわかる。

学実験・実習

成できた学生

文法，変数，

ならない応用

で達成できて

で達成できて

いる    

いない   

年で行われ

なる整備の要

しさらに専門

来年度さらに

生で行われる

る 1 時間を創

語による説明

図４
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ことがわかる

御文を使える

 

習アンケー

生の割合を示

制御文の基

用問題まで幅

ていることが

ている（優，

    

   （不

れている基礎

要望が出た。

門的な知識を

に学生が楽し

る基礎工学実

創造実験実習

明で行いたい

学習教育

      

る。さらに，

るようになっ

ト結果(左:前

示す。評価は

基礎知識を問

幅広く出題し

が分かる。

，良） 

（可） 

不可） 

工学実験・実

また，担当

を学習する時

しみながら学

実験は４時間

習に組み込み

い。 

目標達成度

     

質問 2，3 の

ったと答える

前期，右:後期

は定期試験 80

問う基本問題

した。この表

実習の授業評

当教員からは

時間を確保で

学習できるカ

間で行われ，

みアナログ回

Annual Re

の授業内容の

る学生が多く

期) 

0%，演習問

題から学生が

表から，多く

93% 

7% 

0% 

評価アンケー

は，今年度の

できるとの報

カリキュラム

旧学科の実

回路実験を英

eport 2011

の理解を

，学習項

題 20%で

がほぼ全て

の学生が

ートから，

の実習状況

報告を受け

ムを整備，

実験時間の

英語テキス
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2.9 情報工学科 

2.9.1 第１学年の補講による基礎学力の向上 

 

１．目的 

 理科系及び専門基礎科目等の基礎学力の向上を図る。 

 

２．平成２３年度の目標 

 第１学年の学生に理科系及び専門基礎科目に対する興味を持たせる。 

 

３．手段 

 週１回(１時間程度)の補講を放課後に行う。補講に積極的に参加してもらうために原則として全

員参加とする。また，保護者からも参加を促してもらうために，保護者宛に文章にて補講の意義等

を伝え協力をお願いする。 

 

４．評価方法 

 学生の理科系及び専門基礎科目への興味や理解度，さらには補講の有効性をアンケートにより評 

価する。  

 

５．成果 

 まず初めに実施結果について述べる。図１に実施記録を示す。実施日は，原則として水曜日とし 

て，学校行事等による調整を行った場合は他の曜日とした。この曜日変更は，変更される回の前回

に保護者宛に通知文章を学生を通じて配布した。時間は午後４時〜５時とした。しかし，実際の運

用においては，午後５時にいったん解散としてその後，さらに居残って学習する者の為に午後６時

まで対応した。補講の内容は，第１学年で開講されている専門科目である基礎電気を中心に，数学，

物理についてのプリントを用いた演習を中心とした。 

 次にアンケートの実施とそれの集計結果について述べる。実施対象とした人数は４２名で，有効

回収数は４１名であった。アンケート項目１は「情報工学科で行っている補講に積極的に参加しま

したか。」であり，“はい”が３５名(８５％)，“いいえ”が６名(１５％)であった。これにより

ほとんどの学生が補講を有効に利用したといえる。項目２は「補講は良かったですか。」であり，

“はい”が３４名(８３％)，“いいえ”が７名(１７％)であった。“はい”と答えた理由としては

“分からなかったところを丁寧に教えてもらえて分かるようになったから”，“先生や友人に質問

できたから”といった内容が多く，普段の講義では出来ない質問等を行える環境にあったことが伺

える。また，数名の者が，“他の学生の考え方が分かっておもしろかった”，“教えてあげること

で自分の勉強にもなった”，“みんなで考えて，よい時間を過ごせたと思う。”等の理由を述べて

おり，学生達が互いに教え合う環境の場を補講が提供していることが分かった。“いいえ”と答え

た理由としては“先生が少ない”，“プリントでまだ授業でやってなかったところが多かった”と

いう意見があった。項目３は「補講を開催する方が良いと思いますか。良いと思う場合は，どの程

度の頻度と時間帯で実施して欲しいですか。」であり，“はい”が３８名(９３％)，“いいえ”が

３名(７％)であった。開催する頻度は，現在のまま(週１回)と回答した者がもっと多かった。また，

定期試験前に多めに開催して欲しいという要望もあった。加えて，実施回数が多いと感じる学生も
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数名いた。時間についても同様に，今までのままで良いと言う者が最も多かった。 

 アンケート集計結果をまとめると，学生達は，補講に参加することで，通常の授業の予習・復習や

質問が行え，有意義に活用していることが分かった。また，学生達が相互に教え合うことにより学習

意欲の向上につながる可能性があることが伺えた。以上の事項より，第１学年に対して，理科系及び

専門基礎科目への興味を持たせることが出来たと考える。基礎学力の向上については，引き続き，成

績データを集計して，統計的に有為なものとなるまで評価を待たなければならない。 

 

６．これからの取り組み 

 実施したアンケートや実施記録等の分析を基に，以下の事項を改善点として挙げ，次年度の学科補

講に取り組む。 

 ・学生からの質問に対して滞り無く対応するために，１回当りの担当教員数を増員する。 

 ・学生に授業の進行状況を事前に確認してから補講内容(プリントの内容)を決定し，可能な限り事  

  前に学生に通知する。 

 ・第１学年を対象にした補講では，一般教科の学習内容についても行っている。この事実を踏まえ  

  て，補講をより有効に活用するために，一般教科の教員と連携を図る。 

 ・定期試験前は，学生の要望を聞いて，臨時の補講を実施することを検討する。 

 ・基礎学力の向上が成されているかを確認するために，継続的に成績データの統計をとる。 

 

図１ 情報工学科第一学年補講実施記録。全２４回の実施であった。各回において参加学生数は２０名以上で

あり，多い回はほぼ全員であった。 
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2.10 情報通信工学科 

2.10.1 企業技術者を招いた特別講義・講演会の実施 

 

１．目的 

学生自身が身近な技術に関係した知識やスキルを幅広く得ることを目的とする。 

 

２．平成２３年度の目標 

企業で現在活躍されている技術者・研究者を招いて特別講義もしくは講演会を開催する。 

 

３．手段 

「企業技術者活用プログラム」を活用する。 

 

４．評価方法 

講演会に関連したレポート課題を出し，その内容で評価する。 

 

５．成果 

 今年度は以下に記すように，3 件の特別講義，及び 1 件の講演会を開催した。 

 

5.1 特別講義「Android の概要」について 

講師：田村 恭士 氏（フリーエンジニア） 

対象：第 5 学年の学生 

内容：携帯情報端末の OS として注目を集めている Android の概要について，最前線の現場技

術者から講義を頂いた。受講生は，Android のアーキテクチャ，開発環境の設定を具体的

に学んだことにより，身近な通信技術に関する知識を深めることができた。 

 

5.2 特別講義「組み込みシステムと通信技術」について 

講師：安藤 俊雄 氏，稲村 潤一 氏（(株)コヤマ・システム） 

対象：第 5 学年の学生 

内容：組み込みシステムと通信技術について，最前線の現場技術者から講義を頂いた。内容は，

リアルタイムＯＳによる組み込みシステムの概要，外部システムとの通信方法及びシステ

ム要求定義に関することであり，受講生はこれらについて具体的に学んだことにより，テ

ーマに関する知識を深めることができた。 

 

5.3 特別講義「ステッピングモーターの取り扱い」について 

講師：金子 貴志 氏，松尾 栄一 氏 （オリエンタルモーター(株)） 

対象：第 5 学年の学生 

内容：ステッピングモーターの詳細な構造，動作原理，最適運転等について講義を頂いた。受

講生はモーターの分解，プログラムによる模擬運転実習，及びパワーポイントによる講義

により，ステッピングモーター取り扱いに関する知識を十分深めたものと思われる。 
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2.10.2 校外見学の計画的実施 

 

１．目的 

学習・教育目標Ｄに関係して幅広い知識を身につけること，また職業観・勤労観の形成を目的

とする。 

 

２．平成２３年度の目標 

校外見学を計画的に実施する。 

 

３．手段 

第 4 学年を対象に，授業では学べない知識取得や実際の職場を知る機会を与えると共に進路選

択の参考になるよう 2 泊 3 日程度の職場見学旅行を後期末に実施する。また前期末試験後には，

香川県内の企業を対象とした日帰り見学を実施する。 

 

４．評価方法 

引率教員の評価及び見学参加学生からの意見聞き取り・アンケート等により，新しい知識が得

られたか，企業での説明内容が理解できたか，見学は有効であったか，実施時期・時間が適切で

あったか，などの観点から評価を行う。 

 

５．成果 

5.1 後期末職場見学旅行 

  例年通り実施（引率教員 2 名）することを 9 月の学科会議で決定し，12 月に実施計画を 4 年

生及び保護者に連絡した。今年度は阪神方面の企業 3 社の見学を行った。参加人数は少なかった

が，今後の就職活動に大変参考になるとの意見を学生から得た。以下に見学旅行の日程と見学風

景を示す。 

 

平成 24 年 3 月 7 日（水） 

       移動 

平成 24 年 3 月 8 日（木） 

  午前 NTT 西日本大阪支店 

     午後 ドコモ大阪西日本オペレーションセンター 

平成 24 年 3 月 9 日（金） 

   午前 関西電力神戸支店情報通信部 

     午後 移動 
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 またラボノートの意義等を学生，教職員に理解してもらうため 1 月 26 日(木)にラボノートの考

案者である山口大学知的財産本部長佐田洋一郎教授に講演をお願いし学生向け，教職員向けの知財

講演会（ラボノート説明含む）を行った。 

 

４．評価方法 

実際に平成 23 年度本科４年生セミナー，５年生卒業研究，専攻科特別研究・特別実験で使用し

その記録などにより教育効果を確認する。 

 

５．成果 

 実際に詫間キャンパス平成 23 年度本科の旧全学科４年生セミナー，５年生卒業研究，専攻科特

別研究・特別実験で導入した。学生の記録を見ると効果的であることがわかった。 

 

６．これからの取り組み 

 来年度以降も地域連携を考え卒業研究発表の卒業研究要旨集を各学科任意でまとめることを考

えている。書式はなるべく揃えることを考えているが各学科の負担を考え統一書式を決め任意で統

一したいと考えている。また今年度は香川高専の電気系５学科をまとめることにしたが来年度は香

川高専全学科にお願いし任意でまとめたいと考えている。 

 ラボノートを効果的にするために来年度以降も知財講演会でラボノートの説明を行うことが必要

と考えられる。また教員がラボノートを有効に利用しセミナー，卒業研究，特別研究，特別実験を

より効率的に行う手法を身につけるため教職員向けの知財講演会でラボノートの説明を行うことが

必要と考えられる。 
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2.12 電子制御工学科 

2.12.1 研究ノート 

 

１．目的 

・創造力にあふれた実践的電子制御技術者を育成する。 

・新しい技術に対応できる柔軟性を有する実践的電子制御技術者を育成する。 

・コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力を有する技術者を育成する。 

・自ら学習する姿勢を涵養する。 

 

２．平成２３年度目標 

・卒業研究・工学実験の研究ノートを活用する。 

 

３．手段 

・卒業研究および工学実験（第４学年前期）について，研究･実験ノートを用いた。なお，工

学実験（第４学年後期：課題研究）については，リサーチラボノートを用いた。 

 

４．評価方法 

・研究･実験ノートをチェックする。（創造性，柔軟性，コミュニケーション能力） 

 卒業研究では「よく書いている」，「書いている」，「あまり書いていない」に分類すると，

それぞれ約２５％，約２５％，約５０％であった。また，工学実験（第４学年）では「よく

書いている」，「書いている」，「あまり書いていない」に分類すると，それぞれ約３３％

であった。 

 卒業研究では「あまり書いていない」者が多くなっていて，創造性，柔軟性や，コミュニケ

ーション能力については，評価できなかった。 

 第４学年の工学実験（前期：２テーマ）については，１冊の実験ノートを与えたため，それ

ぞれのテーマの実験終了時にノートのチェックが十分行えなかったことから，創造性，柔軟

性や，コミュニケーション能力について，評価できなかった。 

・卒業研究報告書および同発表会で，プレゼンテーション能力を確認する。 

 表 1 に示す卒業研究発表評価チェックシート集計から，プレゼンテーション能力があると判

断できる。 

 

５．成果 

・計画的・継続的に卒業研究・工学実験に取り組むことができる。 

 卒業研究報告書や実験レポートから判断して，研究・実験ノートを「よく書いている」者に

ついては計画的・継続的に卒業研究・工学実験に取り組むことができていた。 

・情報機器を活用した情報収集・文書作成・プレゼンテーションを行うことができる。 

 図 1 に示す卒業研究発表評価チェックシート集計から，情報機器を活用した情報収集・文書

作成・プレゼンテーションを行うことができると判断される。 
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６．これからの取り組み 

・卒業研究では，実験的な要素が少ない研究課題の場合における研究ノートの記入事項等につ

いて検討する。 

・実験ノートをチェックする適切なタイミングを図り，記入について指導する。 

・記入方法や記入事項について FAQ などを用意する。 

 図１ 卒業研究発表評価チェックシート集計 

研究の
背景に
関する
理解・文
献調査

問題点
（課題）
の理解

基本事
項（用
語・現
象・仕組
みなど）
の理解

研究内
容（問題
解決の
方法・結
果など）
の理解

聞き取り
やすい
話し方

情報機
器を効
果的に
使った発
表

適切（効
果的）な
図表

簡潔な
表現

目的と
成果が
明確

理解し
やすい
構成

適切な
時間配
分

質問内
容の理
解

考えを
伝える
態度・能
力

適切な
回答内
容

 D4:1
 D5:2

 E5:1  D2:1-3
 D3:1

 E5:2  C4:3  C4:4  C4:6  C4:5  C4:7
E1:1

 C4:2  C4:1  B1:1,2  B2:1,2  C4:5

1 3.67 3.44 3.44 3.44 3.56 3.67 3.44 3.44 3.44 3.44 3.89 3.44 3.44 3.44 49.22 3.52

2 3.44 3.44 3.44 3.44 3.67 3.56 3.56 3.44 3.44 3.44 3.67 3.44 3.56 3.33 48.89 3.49

3 3.44 3.44 3.44 3.33 3.78 3.89 3.44 3.33 3.44 3.44 3.67 3.22 3.44 3.22 48.56 3.47

4 3.56 3.33 3.33 3.22 3.67 3.78 3.56 3.44 3.56 3.56 3.78 3.22 3.22 3.22 48.44 3.46

5 3.44 3.11 3.44 3.22 3.44 3.78 3.22 3.22 3.22 3.11 3.44 3.22 3.33 3.00 46.22 3.30

6 3.33 3.11 3.33 3.11 3.33 3.78 3.56 3.22 3.22 3.11 2.67 3.22 3.22 3.00 45.22 3.23

7 3.11 3.11 3.11 3.00 3.33 3.33 3.22 3.00 3.22 3.11 3.89 3.22 3.22 3.00 44.89 3.21

8 3.11 3.11 3.11 3.11 3.67 3.56 3.22 3.11 3.33 3.22 2.33 3.22 3.11 3.22 44.44 3.17

9 3.00 3.33 3.17 3.33 3.50 3.83 3.33 3.00 3.17 2.67 2.83 2.83 3.17 2.83 44.00 3.14

10 3.11 3.11 3.11 3.11 3.22 3.44 3.00 2.89 3.00 3.00 3.89 3.00 3.11 2.89 43.89 3.13

11 3.22 3.22 3.11 3.22 3.44 3.33 3.33 3.33 3.22 3.22 2.33 3.00 3.11 2.78 43.89 3.13

12 3.22 3.00 3.22 2.89 3.33 3.33 3.11 3.11 3.00 3.00 3.89 3.00 2.89 2.89 43.89 3.13

13 3.22 2.89 3.11 3.00 3.11 3.67 3.22 3.11 2.89 3.00 3.67 2.89 3.00 2.89 43.67 3.12

14 3.11 3.00 3.00 3.00 3.44 3.67 3.22 3.11 2.89 2.89 3.89 2.67 3.00 2.67 43.56 3.11

15 3.11 3.11 3.11 3.11 3.44 3.44 3.22 3.11 3.11 3.33 2.89 3.00 2.89 2.67 43.56 3.11

16 3.11 3.22 3.11 2.89 3.11 3.33 2.78 3.11 3.11 3.00 3.56 3.00 3.00 2.89 43.22 3.09

17 3.11 3.11 3.22 3.11 3.33 3.33 3.11 3.00 3.11 3.11 2.33 3.00 3.11 3.00 43.00 3.07

18 3.11 3.11 3.00 3.00 3.22 3.33 3.00 3.00 3.00 2.89 3.78 2.89 2.78 2.78 42.89 3.06

19 3.22 2.89 3.00 3.00 3.44 3.78 3.00 3.00 3.22 3.22 2.22 3.00 3.22 2.56 42.78 3.06

20 3.11 3.00 3.11 3.00 3.22 3.33 3.11 3.11 3.11 3.00 3.67 2.67 2.78 2.56 42.78 3.06

21 3.00 3.00 3.00 3.11 3.22 3.33 3.11 3.00 3.11 3.11 3.00 3.00 3.00 2.67 42.67 3.05

22 3.33 3.00 3.00 3.00 3.33 3.44 3.22 3.22 3.11 3.00 3.00 2.67 2.78 2.44 42.56 3.04

23 3.00 3.00 3.00 3.00 3.22 3.33 3.11 2.89 3.11 3.11 3.89 2.78 2.67 2.44 42.56 3.04

24 2.89 2.89 2.89 2.89 3.44 3.44 3.11 2.89 3.11 3.00 3.11 2.89 2.89 2.67 42.11 3.01

25 3.11 3.11 3.33 3.11 3.11 3.11 3.11 2.78 3.00 2.89 2.00 3.11 3.00 3.11 41.89 2.99

26 3.11 3.00 2.89 3.00 3.22 3.33 3.11 3.00 2.78 2.78 2.11 3.00 3.11 3.00 41.44 2.96

27 3.00 3.00 3.11 3.00 3.33 3.33 3.00 2.89 3.11 3.00 2.00 2.89 2.89 2.78 41.33 2.95

28 3.00 2.89 3.00 2.89 3.22 3.33 3.00 2.78 2.56 2.89 2.78 2.78 2.89 2.67 40.67 2.90

29 3.00 2.89 3.11 3.00 3.11 3.33 3.00 3.00 2.67 2.78 2.11 2.89 2.89 2.78 40.56 2.90

30 3.00 3.00 3.00 3.00 3.11 3.44 3.00 3.00 3.33 3.11 1.44 2.44 2.67 2.67 40.22 2.87

31 3.00 2.67 2.89 2.78 3.44 3.44 3.00 3.00 2.67 2.89 2.33 2.67 3.00 2.33 40.11 2.87

32 2.78 2.78 2.78 2.78 3.44 3.33 2.89 2.89 2.89 2.78 3.56 2.50 2.63 2.00 40.01 2.86

33 2.89 2.89 2.89 2.78 3.33 3.44 3.00 2.89 2.67 2.78 1.78 2.56 2.78 2.44 39.11 2.79

34 2.89 2.78 2.78 2.78 3.22 3.33 2.78 3.00 2.89 2.67 1.89 2.22 2.44 1.89 37.56 2.68

35 2.78 2.67 2.67 2.89 3.11 3.22 2.67 2.78 2.89 3.00 1.22 2.56 2.44 2.11 37.00 2.64

36 2.78 2.67 2.67 2.44 2.44 3.00 2.78 2.89 2.56 2.33 1.44 1.89 1.78 1.56 33.22 2.37

平均 3.12 3.04 3.08 3.03 3.32 3.46 3.13 3.06 3.06 3.02 2.89 2.89 2.96 2.73 42.78 3.06
H22平均 3.03 2.96 2.94 2.92 3.08 3.14 2.93 2.92 2.91 2.90 2.97 2.78 2.72 2.62 40.80 2.91
H21平均 2.95 2.77 2.82 2.78 2.84 2.88 2.79 2.79 2.76 2.81 2.73 2.69 2.64 2.59 38.85 2.78
H20平均 2.98 2.81 2.86 2.81 2.85 2.90 2.83 2.81 2.81 2.85 2.78 2.70 2.67 2.59 39.24 2.80

④ ⑤ ⑥

番号 氏名

① ②

４：よい　　３：ややよい　　２：やや悪い　　１：悪い

合計 平均

研究の技術的背
景やこれまでの
進捗状況・問題
点（課題）が説明
できている。

研究分野におけ
る基本事項や研
究内容を正しく
説明できてい
る。

聞き取りやすい
話し方で，情報
機器を使った発
表ができてい
る。（発表の基本
はできているか）

図表を適切に用
い，簡潔に表現
されている。
　　（個々の説明
は理解しやすい
か）

目的と成果が明確で，理
解しやすい構成となって
いる。
　　（全体の流れは理解し
やすいか）

質問を正しく理解し，適切
に回答できている。

③
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2.12.2 資格取得 

 

１．目的 

・自ら学習する姿勢を涵養する。 

 

２．平成２３年度目標 

・資格取得を奨励する。 

 

３．手段 

・資格取得を奨励する。 

 ディジタル技術検定２級制御部門の受験を目標に，関連する分野について勉強会を十分行う

ことができなかった。 

 

４．評価方法 

・資格試験合格者数を確認する。 

 図 1 に平成１８年度以降の合格者を示すが，平成１６年度は実用英語技能検定準２級他で４

名の合格，平成１７年度はディジタル技術検定２級情報部門他で８名の合格，平成１８年度

はディジタル技術検定２級制御部門他で１６名の合格，平成１９年度はディジタル技術検定

２級制御部門他で４名，平成２０年度はディジタル技術検定２級制御部門で２名の合格，平

成２１年度はディジタル技術検定２級情報部門で１名の合格，平成２２年度はディジタル技

術検定２級制御部門他で５名の合格であったが，平成２３年度はディジタル技術検定２級制

御部門で２名，ＩＴパスポート試験で１名，TOEIC（600～729 点）で１名，同（４00～499

点）で１名，実用英語技能検定準２級で１名，日本漢字能力検定２級で２名，同準２級で１

名，日本語検定３級で１名の合格であった。 

 

５．成果 

・資格試験に挑戦し合格した学生は僅かながら増加している。 

 

６．これからの取り組み 

・希望する学生が参加できる勉強会が行えるよう学科としてサポートしていく。 
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平成１８年度 

学年  名称 単位数 取得人数 

３年 

４年 

４年 

４年 

５年 

５年

５年 

 ディジタル技術検定 ２級 制御部門 

 ディジタル技術検定 １級 制御部門 

 ディジタル技術検定 ２級 制御部門 

 情報処理活用能力検定 ２級 

 ディジタル技術検定 ２級 制御部門 

 TOEIC （450～599点）  

 TOEIC （400～499点）  

  ２ 

  ４ 

  ２ 

  ２ 

  ２ 

  ２ 

  １ 

  １ 

  １ 

 １０ 

   １ 

  １ 

   １ 

   １ 

平成１９年度 

学年  名称 単位数 取得人数 

４年 

４年 

５年 

５年 

 ディジタル技術検定 ２級 制御部門 

 TOEIC （730点以上） 

 ディジタル技術検定 ２級 制御部門 

 基本情報処理技術者試験  

  ２ 

  ６ 

  ２ 

  ２ 

   １ 

   １ 

   １ 

   １ 

平成２０年度 

学年  名称 単位数 取得人数 

５年  ディジタル技術検定 ２級 制御部門   ２    ２ 

平成２１年度 

学年  名称 単位数 取得人数 

３年  ディジタル技術検定 ２級 情報部門   ２    １ 

平成２２年度 

学年  名称 単位数 取得人数 

４年 

４年 

５年 

 ディジタル技術検定 ２級 制御部門 

 日本語検定 ３級 

 ディジタル技術検定 ２級 情報部門 

  ２ 

  １ 

  ２ 

   ３ 

   １ 

   １ 

平成２２年度 

学年  名称 単位数 取得人数 

３年 

４年 

４年 

４年 

４年 

４年 

５年 

５年 

 日本漢字能力検定 準２級  

 TOEIC （400～499点）   

 TOEIC （600～729点）   

 日本漢字能力検定 ２級  

 日本語検定 ３級 

 ディジタル技術検定 ２級 制御部門 

 実用英語技能検定 準２級  

 ITパスポート試験  

  １ 

  １ 

  ４ 

  ２ 

  １ 

  ２ 

  １ 

  １ 

   １ 

   １ 

   １ 

   ２ 

   １ 

   ２ 

   １ 

   １ 

図１ 取得資格一覧 
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2.13 情報工学科 

2.13.1 資格取得 

 

１．目的 

  自ら学ぶ姿勢を涵養する。 

 

２．平成２３年度の目標 

  資格取得を奨励する。 

 

３．手段 

  ・３年生に対して，ディジタル技術検定２級情報部門の受験を勧める。 

・放課後や土曜フリースクールを利用して，試験対策を行う。 

 

４．評価方法 

  ・資格試験合格者数を把握する（図１）。 

 

５．成果 

   ・図 1 に示すように，第 3 学年をみると平成 21 年度は資格試験に合格した者が一人もいなかっ

た。しかし，平成 22 年度からディジタル技術検定 2 級情報部門の合格者が増え，さらに今年

度はディジタル技術検定だけでなく，基本情報技術者試験など合格する資格試験の種類も増え

た。 

   ・第 4 学年は，過去 3 年とも第 3，4，5 学年の 3 年間で最も合格者が多い学年である。専門科目

も増え，受験しやすくなるためと考えられる。 

   ・第 5 学年は，すでに第 3，4 学年で合格しているためか，合格者数は第 4 学年に比べ少ない。

また，毎年 TOEIC を受験し，年々高得点を収める学生も少なからずいる。 

   ・資格試験の種類でみると，情報系の試験以外に英検，TOEIC，日本語，漢字検定など一般科目

の割合が，21 年度は 21%（7/33），22 年度は 32%（17/53），23 年度は 48%（13/27）と年々増

えている。 

 

６．これからの取り組み 

  ・資格試験に合格する者は年度に依存するが，クラスの雰囲気や取組に依存するところが大きい

と思われる。まだ 3 年分の推移しか調べていないため，十分な評価・分析はできていない。今

後も継続して資格試験合格者数を把握するとともに，勉強会を実施するなど資格試験合格を目

指す学生のサポートをしていきたい。 
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図１  資格試験合格者人数の推移 

 

平成21年度

名称 単位数 3年 4年 5年 計

ディジタル技術検定 2級 情報部門 2 0 15 1 16

CGクリエイター検定 ディジタル映像部門 2級 2 0 1 0 1

画像処理エンジニア検定 3級 1 0 1 0 1

CGエンジニア検定 CG部門 3級 1 0 1 0 1

応用情報技術者検定 4 0 0 1 1

基本情報技術者試験 2 0 6 0 6

実用英語技能検定 2級 2 0 1 0 1

実用英語技能検定 準2級 1 0 0 4 4

TOEIC(450～599点) 2 0 1 0 1

TOEIC(400～449点) 1 0 0 1 1

計 0 26 7 33

平成22年度

名称 単位数 3年 4年 5年 計

ディジタル技術検定 2級 情報部門 2 7 19 1 27

CGエンジニア検定 CG部門  3級 1 0 3 0 3

CGエンジニア検定 画像処理部門 3級 1 0 2 0 2

基本情報技術者試験 2 0 3 1 4

実用英語技能検定 2級 2 0 2 0 2

TOEIC(730点以上) 6 0 1 0 1

TOEIC(450～599点) 2 0 2 1 3

TOEIC(400～449点) 1 0 3 1 4

日本語検定 2級 2 0 0 1 1

日本語検定 3級 1 0 2 2 4

日本漢字能力検定 2級 2 0 1 0 1

日本漢字能力検定 準2級 1 0 0 1 1

計 7 38 8 53

平成23年度

名称 単位数 3年 4年 5年 計

ディジタル技術検定 2級 情報部門 2 3 6 1 10

基本情報技術者試験 2 1 1 1 3

ITパスポート試験 1 1 1

実用英語技能検定 2級 2 1 1

実用英語技能検定 準2級 1 1 2 3

TOEIC(730点以上) 6 1 1

TOEIC(450～599点) 2 1 2 3

TOEIC(400～449点) 1 2 2

日本漢字能力検定 2級 2 1 1

日本漢字能力検定 準2級 1 1 1 2

計 8 13 6 27
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2.14 一般教育科（高松） 

2.14.1 英語科の教育活動(英語) 

 

１．目的 

学生に自主的な英語学習のモチベーションを持たせる。「読む・書く・聞く・話す」の英語の 

４技能をバランスよく育成する。学生に基本的な語彙力をつけさせる。 

 

２．平成２３年度の目標 

・各種資格試験の受験奨励と実施。 

・リスニング，ライティング演習指導，英会話演習の促進。 

・低学年での単語テストの改善。 

・授業改善の継続と推進。 

 

３．手段 

・４年生全員対象の TOEIC IP，３年生全員対象の ACE に加え，英検，工業英検の資格試験を 

校内で実施する。 

・英語科目においてできるだけリスニングとライティング演習の時間を取り入れる。３年生の 

ライティング科目をネイティブスピーカーの講師に担当してもらう。英会話セッション実施 

を継続する。 

・１年生の単語教材を改善する。単語テストを低学年の各学年で定期的に行う。 

・教員相互で授業を見学し意見交換する。授業評価アンケートを実施する。 

・英語に関心の高い学生に対する各種コンテストや国際交流活動参加のサポート 

 

４．評価方法 

・TOEIC IP， ACE の結果を英語科目の成績に含める。資格試験の合否，点数の分析。 

・オープン授業実施報告，授業評価アンケートの実施。 

・低学年で単語テストの結果を英語科目の成績に含める。 

 

５．成果 

・全国高専プレゼンテーションコンテスト（高専英語スピーチコンテスト） 

四国地区総合文化祭（12 月）での英語スピーチコンテスト（暗唱の部，自由弁論の部）および，

1 月末実施の全国英語プレゼンテーションコンテスト（スピーチ部門，プレゼンテーション部門）

に参加した。四国コンテストには暗唱部門で 2 名，自由弁論で 2 名の学生が参加した。暗唱部門

では村上恵実（1EC）が優勝，自由弁論で齊藤想（4E）が 2 位となった。 

全国コンテストは，スピーチ部門については四国地区の自由弁論部門が予選となり，プレゼン

テーション部門については近畿地区を除く全国区でのビデオ審査が予選となった。四国地区自由

弁論部門 2 位の齊藤君は四国代表 2 名のうちの 1 名として全国コンテスト出場を果たした。また，

3 人 1 組のグループによるプレゼンテーションは，松永大（4E），齊藤楽（2ME），近藤芙美（2EC）

のチームがビデオ予選での通過８組の中に選出され，全国出場を果たした。スピーチ部門，プレ

ゼンテーション部門両部門において全国出場を果たしたのは全国で本キャンパスのみであった。 
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 すべての部門において，英語科教員が主に指導に携わり，練習，準備をすすめた。6 月には参

加希望学生を募ると同時に，学生の自主性において各自のテーマを決め，7 月の夏休みまでに，

原稿およびプレゼンテーション用のパワーポイントを作成した。9 月以降については，ほぼ毎日

放課後を利用して練習を行った。練習については英語教員が立ち会い指導した。プレゼンテーシ

ョンの予選ビデオは 11 月初旬に校内で撮影し，12 月の発表を待った。四国地区のコンテストに

ついては 12 月中旬の大会に向け準備をすすめた。12 月に全国予選の結果が出るのを待ち，冬休

みを含め１月 29，30 日実施の全国大会に向けて準備をした。 

全国大会の結果，スピーチ，プレゼンテーション部門とも出来栄えの良い発表ではあったが，

入賞には至らなかった。なお，全国英語プレゼンテーションコンテストの出場は平成２２年度特

別教育研究経費（国際性の向上）「国際エンジニア育成プロジェクト－実践的技術者教育と英語

教育連携システムの構築－」の一環として実施された。 

 

・村上睦実（5C）が，平成 23 年 8 月 7 日～13 日に韓国テジョン市で開催された，アジアサイエ

ンスキャンプ 2011 に応募し，日本で選抜された 20 名の派遣学生のうちの一人として参加した。

アジアサイエンスキャンプは，ノーベル賞受賞者の小柴昌俊博士らの発案で始まった，アジア

の学生と世界のトップレベルの科学者たちとの交流プログラムである。アジア各国から科学に

関心の高い 200 名の学生が集まり，ノーベル物理学賞・化学賞の受賞者たちの講義を受け，彼

らとのディスカッションやポスターセッションを通じて交流を深めた。 

また，近藤芙美（2EC）が，高松市の姉妹都市であるアメリカ合衆国フロリダ州セント・ピ

ーターズバーグ市への親善研修に応募し，高松市で選抜された親善研修生４名のうちの一人と

して，平成 23 年 7 月 20 日から 8 月 4 日まで派遣され交流を深めた。 

いずれも，英語科教員は応募の際あるいは事前の準備においてサポートした。 

  

・4 年生対象の TOEIC IP は，例年欠席者が多かったため，年度当初より実施案内と授業での対策

演習を繰り返し行った。結果を英語科目の成績に含めることもシラバスに記載した。対策の結

果，今年度はほぼ全員（１名欠席）が受験した。スコアは，近年の日本人学生では高得点であ

る 860 点の取得があった。400 点以上は 15 名であった。 

 

・3 年生対象の ACE も，結果を英語科目の成績に含めることを明示する，普段の授業でモチベー

ションを与えるなどの対策で，休学者を除く全員が受験した。結果は，平均点 459 点で昨年よ

り向上した。高校 3 年生の全国平均 449 点をやや上回る結果となった。分野別では大まかに見

てリスニングに強く，文法に弱い傾向がみられる。 

 

・英検 2 級は受検者 14 名，うち１次合格 3 名，準２級は受検者 5 名，うち１次合格１名であった。

工業英検は 4 級受検者 2 名，2 名とも合格，3 級受検者 29 名うち 5 名合格であった。3 級の合

格率は全国的に昨年の 44%から 28％と低くなっており，本校でも昨年より合格者が減少した。

しかし，1 年生が工業英検に興味を持ち，2 名が 4 級を受けて合格したことについては，低学年

の学生の間でも英語学習の動機づけの一つとして工業英検の認知度が上がる可能性が期待でき

る。 
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・ライティングの授業担当をネイティブスピーカーの教員に変更した。指示などすべて英語によ

る授業で，英作演習や課題など少人数制でのきめ細かい指導で，授業評価アンケートの結果も

良かった。 

 

・1 年生の単語教材を，「データベース 3000」(桐原書店)から「コーパス 4500」(東京書籍)に切

り替えた。英単語を記号的な意味の置き換えとして暗記させるのではなく，それぞれの単語の

コアにあるイメージそのものを教え，本質的な意味やニュアンスを伝えようとするスタンスで

作られた単語帳である。語の根幹のイメージをつかむことで，派生語や句動詞を習得しやすく，

英文の理解度が上がる，等の効果をねらいとしている。ただ，1 年間単語テストを行ってみて，

4500 語レベルは 1 年生には少々ハードルが高すぎた感があり，より基礎的な単語力の増強が望

まれたため，次年度は 3000 語レベルを使用することとした。 

 

６．これからの取り組み 

 ・今年度も，①英語力が高い，あるいは英語学習に対するモチベーションが高い，一部の学生への

個別的な英語活動の奨励・サポートと，②学力差のある学生全体への授業における対応，との二

方向・二局面での取り組みを行った。今後も英語科の教育活動はこの形を取ることとなろう。 

 ・来年度から 2 年生のリスニング科目でもネイティブスピーカーを配置する。これにより，1～3 年

生は毎年，ネイティブスピーカーの教員による授業を受けることになる。また，文法科目を非常

勤講師から専任教員の担当に変更し，よりていねいな指導を目指す。 

 ・全体として，英検や工業英検，TOEIC などの検定試験に対する学生の関心が高いことから，来年

度はそれぞれの学生の目標の級や点数に到達できるよう，幅広い教育的支援を行う。 

 ・来年度も多読教材の購入を継続し，学生が幅広い選択肢からそれぞれの好みとレベルに応じた教

材を選び，英語で読書をする習慣を身につけることができるようにする。 
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2.14.2 学科・専攻科等の成果（数学科） 

 

１．目的 

 １．１〜３年で学習した内容，特に基本事項の定着度の向上 

 ２．入学者の学力像に対応したカリキュラムや教育内容の改善 

 

２．平成２２年度の目標 

 １．２，３年生の定着度の調査（継続） 

 ２．基礎学力試験，学習到達度試験対策の改善 

 ３．成績下位学生対策 

 ４．新指導要領に対応したカリキュラムの設定 

 

３．手段 

１．アンケート，基礎学力試験，学習到達度試験などによって，２，３年生の学習内容の定着度

を調査する。 

２．３年間の授業実施の経験を踏まえて，数学科で１〜３年のカリキュラムの改訂を議論する。

特に３年について授業方法，課題・補習などの実施方法を変更してみる。 

３． １年の基礎数学１で，定期試験の間に「実力テスト」を実施する，前回までの試験範囲から

も出題するなどの試みを行なう。また，基礎演習や数理演習での小テストも引き続き実施す

る。 

４． 「理系基礎科目と専門学科の連携協議会」で専門学科との連携をはかりつつ，カリキュラム

を策定する。 

 

４．評価方法 

１．アンケート，基礎学力試験，学習到達度試験などの結果を整理・検討する。 

２．１，２年の成績の成績下位学生の推移を見る。 

３．低学年の新カリキュラムを提案，決定する。 

 

５．成果 

１．試験結果は下表のとおり。基礎学力試験では前年とほぼ同じだったが，学習到達度試験では，

平均点は上がったが対全国平均ではやや下がってしまった。 

２． １，２年生について，成績最底辺の学生については残念ながら顕著な成果は得られなかった。 

そのやや上の学生については，引き続き一定の効果が上がっていると考える。 

３．１年の新カリキュラムを策定し，詫間キャンパスとも可能な限り連携をとった。２年以降の

ものについては，教科書が未刊行なこともあり暫定的なものになったが，これまでと大きな

差はない案をまとめた。 

 

６．これからの取り組み 

１．主に３年生について，特に学習到達度試験について更なる改善を探る。一部では前年の方式

に戻してみて変化を観察する。 

２．アンケート，基礎学力試験，学習到達度試験などの結果が積み上げられて来るので，これら 

を分析して課題を探す。また，特別補習のあり方について検討する。 

３．更にカリキュラムの改善改訂を進めてゆく。 
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図１ ３年生の基礎学力試験と学習到達度試験の平均点の比較 
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2.14.3 夏休み課題文等への取り組み（国語） 

 

１．目的 

  現代文の読解力を養い，様々な物の見方や考え方を学び，自分の生き方を見つめ直すことがで

きる。そして，それを日本語によって表現することができる。 

 

２．平成２３年度の目標 

 （１）夏休み課題文を書かせ，表現する習慣を身につけさせる。 

 （２）漢字小テストを実施する。 

 （３）希望者に対し，日本語検定（語検）・日本漢字能力検定（漢検）に挑戦させる。 

 

３．手段 

 （１）１年生から４年生までは，夏休み課題文（夏休み体験文，読書感想文，千頁読破記）を提 

出させ，入賞作品には表彰をする。 

    入賞作品の決め方は以下の通りである。 

    ① 国語科において，提出された夏休み課題文より入賞候補作品を絞り込む。 

    ② 最終選考は，夏休み体験文を学生主事が，読書感想文と１０００ページ読破記を図書 

館小委員会が行う。 

    ③ 表彰式を行い，学校長より賞状と記念品を授与する。 

 

 （２）１年生から３年生までは，授業時間に年間２０回漢字小テストを各クラスで実施する。 

 （３）１年基礎演習等において，語検，漢検の模擬問題に挑戦させる。語検，漢検を実施し，希 

望者に挑戦させる。 

 

４．評価方法 

 （１）夏休み課題文（夏休み体験文，読書感想文，千ページ読破記）を成績評価する。また，優 

秀な作品に対し学校表彰を行う。 

  （２）漢字小テストの成績を評価する。 

 （３）１年基礎演習における，語検・漢検模擬問題に対する取り組み状況を成績評価する。また， 

キャンパス内における語検，漢検の認定者（合格者）に対して特別学修として単位認定を行 

う。 

 

５．成果 

  夏休み課題文，語検・漢検の実施状況を一覧にする（図１～図３）。 

 

６．これからの取り組み 

  夏休み課題文，語検・漢検について，香川高専としての実施方法を検討する。 

 

 

 



2.学科・専攻科・センター等の継続的な改善                 Annual Report 2011 
 

- 88 - 

 

 夏休み体験文 読書感想文 千頁読破記 計 

 １年   ５１ ３１ ６０ １４２

 ２年   ５６ ３８ ４５ １３９

 ３年   ７６ ２５ ５６ １５７

 ４年   ６４ １７ ４５ １２６

  計   ２４７ １１１ ２０６ ５６４

          図１ 平成２３年度香川高専髙松キャンパス夏休み課題文提出状況 

 

夏 休 み 体 験 文 

優秀賞 「精読」と「読書」 制御情報工学科３年 黒田 一弘 

佳 作 勉強一色の夏 電気情報工学科４年 松永  大 

佳 作 東北実測 建設環境工学科４年 松浦 元輝 

佳 作 夏休みに考えたこと 建設環境工学科２年 紙本四季子 

読 書 感 想 文 

優秀賞 

 

学校という社会 

（赤川次郎『校庭に，虹は落ちる』） 

設環境工学科２年 

 

岡田加奈子 

 

佳 作 

 

選択－生きる道，そして……－ 

  （百田尚樹『永遠の０（ぜろ）』） 

１年３組 

 

上井 浩輔 

 

千 頁 読 破 記 

優秀賞 （該当作品なし） 

佳 作 ベストセラーの法則 制御情報工学科３年 永谷 昌哉 

佳 作 ミステリーの面白さ １年１組 中井 都由 

佳 作 図書館戦争シリーズを読んで １年２組 大西あかね 

図２ 夏休み課題文入賞作品 

 

検定の種類（実施日） 検定結果 

 

                

 

日本語検定 

(H23.6.18) 

 

受験級 

 

 

受験者 

 

 

認定 

 

 

準認定 

 

認定率(％) 

認定者／受験者 

［(認＋準)／受］ 

２級  ３   ０     １      ０．０［３３．３］

 ３級    ２１ １２     ７    ５７．１［９０．４］

 ４級      １   ０     １      ０．０［３３．３］

  計     ２５ １２     ９    ４８．０［７６．０］

 

日本漢字能力検定 

(H23.10.28) 

受験級 受験者 合格  合格率(％) 

 ２級    ３５ １３     ３７．１ 

準２級   １９ １０     ５２．６ 

  計     ５４ ２３     ４２．６ 

図３ 平成２３年度語検・漢検検定結果 
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2.14.4 継続的な改善（理科） 

 
１． 目的 

自然科学の学び方・考え方を身に付けるために物体の運動やエネルギー，物質の構成など幅広 

い現象の理論と実験を通じて行う。 

 

２． 平成 23 年度の目標 

基礎力獲得に向けた取り組みを行い，授業実践の見直しを行うことを本年度の目標とする。 

 

３． 手段 

基礎力テストを行い，実験室の整備を進め，実験順序や実験書の見直し作業を行うことを手段 

とする。 

 

４． 評価方法 

理科教員や技術支援室員で結果を審議して評価する。 

 

５． 成果 

・ 基礎力テストについて 

化学は平成２４年１月１２日，物理は平成２２年９月２９日に実施した。 

 

・ 実験について 

（１）  化学実験室および準備室と物理学実験室および準備室は共に，平成２２年度夏に改修

をした。そのため，計画的に理科教員と技術支援室員間で協議をし，実験設備の整備と

実験内容の精選を昨年度に引き続いて行った。化学において化学薬品のさらなる整理お

よび廃棄，物理において実験道具のさらなる整理および廃棄を行った。中島技術職員が

科研費を獲得できたので，一次元進行波の実験器具を試作し改良を加えた。机の配置や

部屋の使用方法などに注意して，安全面を重視した実験室の運用を今年度も行った。 

 

（２）  理科教員と技術支援室員間で定期的に議論し，授業実践において改良を行った。化学

では，統合前の旧カリキュラム２年生時に全８テーマ行っていた一斉実験のうち，１年

生時に２テーマを平成２２年度に引き続き先行して行った。物理では，実験書の改良を

行い，平成２３年１０月「物理学実験」を単行本として高松キャンパスより発行した。 

 

６． これからの取り組み 

(1) 基礎力向上については不断の取り組みをする。 

(2) 平成２４年度も学生の安全面と実験の実行面に重きを置いて，詳細な協議を理科教員と技

術支援室員間で行う。 
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2.14.5 社会科の教育活動（社会） 

 

１．目的 

 地歴と公民の分野の学習を通じて，世界と日本の社会や文化についての理解を深めることによっ

て，一人の社会人として生きるために必要な基本的知識を習得させる。 

 

２．平成２３年度の目標 

 成績不振の学生を減らすために，１年生の地理においてまずはきちんと授業を聴き，ノートをとっ

ているかどうかを確認することにした。 

 

３．手段 

 授業終了時に，その日の授業で記載が終了したノート用プリントを回収して点検し，きちんとノー

トをとっておれば，それをノートの提出回数１回としてカウントした。こうして年間 10 回行ったノ

ートの提出回数と，合わせて，従来から行ってきた小レポート（宿題）の提出状況（年 10 回）と，

地理の学年成績との相関をみてみたのが下図である。 
 

       図 ノートの提出回数（小レポートの提出回数）と学年成績 

  80点～ 70点～  60点～ 60点未満 

10回提出 

 9回提出 

  8回提出 

 7回提出 

 6回提出 

 5回提出 

 5回未満 

59（61） 

 7（4） 

（2）  

 

   1 

30（33） 

    10（12） 

     4（1） 

3 

1（1）   

（1） 

     1（1） 

15（9）

   2（7）

   2（2）

   2（1）

   2（2）

    （2）

8（5） 

  5（4） 

  3（4） 

  1（3） 

  2（2） 

  1 

  1（3） 

 

４．評価方法 

 シラバスにノートの提出回数を受講態度として，小レポートの提出回数をレポート点として，学年

成績の各 10％として評価することを明記している。 

 

５．成果・これからの取り組み 

 地理の学年成績 80 点以上の 67 名のうち，59 名がノートの全回提出者であり，61 名が小レポート

の全回提出者である。座学で好成績をおさめるためにはきちんと授業を聴き，レポート等をきちんと

提出することが必要であるという，あたりまえの結果を確認しただけであるが，成績不振者を減らす

ためにも，ノートやレポート等の未提出者に対する指導を強める必要があると考える。 
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2.14.6 体力・運動能力の向上と団体行動（体育） 

 

１．目的 

 体力の向上，基礎スキル獲得と団体行動，ルール遵守を身につけコミュニケーション能力と問題

解決能力を養う。 

 

２．平成２３年度の目標 

  ・健全な身体の発達および体力の向上 

  ・生涯スポーツ実践のための基礎スキル獲得 

  ・技術者として求められるチームワーク(団体行動)やルール遵守 

 

３．手段 

 とくに 1 年生ではガイダンスで目的・目標の周知徹底を行った。 

 スポーツテスト実施により個人の能力を把握させた。 

 団体種目ではそれぞれに班(チーム)を作り，クラス内で幅広いコミュニケーションがとれるよう

配慮した。 

     

４．評価方法 

 評価の割合は実技 50％，出席状況を 50％とした。 

 出席状況は見学を-1 点とし，欠課を-50/30 点として 50 点満点で評価した。    

 服装頭髪や実技中の行動などマナーが守れないものについては減点した。 

 

５．成果 

 スポーツテスト・各実技テストから個人の運動能力の維持，向上，低下を見ることができた。 

各種目に積極的に参加する姿勢が見られた。 

 

６．これからの取り組み 

 チームスポーツの長所である団結・協力・コミュニケーション力をどのようにして強化すべきか

を考えた授業展開を引き続き考案していきたい。 
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力の向上を目指したいと考える。 

 

４．評価方法 

英語検定，TOEIC などの資格試験や ACE と BACE などの学力試験の実施状況を調べる。  

 

５．成果 

(1) TOEIC  

2011 度は学内で６回の TOEIC IP を実施した。まず４月２３日に希望者を対象に実施した。

受験者は２〜専攻科生計２２名である。平均点は 409.5 点で最高点は 720 点であった（留学生は

除き 400 以上８名）。次に７月２日に希望者を対象に実施した。受験者は計１３名で平均点 345.8

点，最高点 660 点であった（400 以上４名）。３回目は１１月３日に実施し，受験者１８名，平

均点 387.5 点，最高点 795 点であった（700 台２名，400 以上６名）４回目は４年生全員と専攻

科１年生全員を対象に１２月７日に実施した。受験者は１４５名で平均点 287.2 点，最高点 610

点出会った（留学生除き 400 以上１０名）。昨年度に比べ平均点は約１０点上昇した。TOEIC IP

を評価に入れる試みが２年目になるがその成果が現れていると思われる。５回目は希望者対象に

１月２８日に実施した。受験者３２名，平均点 339.7 点，最高点 600 点である（400 以上９名）。

次に２月１３日に５年選択授業英語Ⅵの後期末試験として TOEIC IP を実施した。同科目の受

講者は全員が受験した（５年生９８名）。平均点は 285.2 点で最高点 705 点，500 台５名，400

台２名であった。受験者は英語に興味のある上位層と選択科目で単位を稼がないと卒業に影響が

出る下位層に２極分化していたような印象で，平均点が低かったのは雪による試験時間割の影響

で午後から試験を行ったことが大きかったと思われる。 

 

(2) 英語検定 

英語検定は 2011 年 10 月に準２級と２級の準会場として実施した。受験者は準２級が 12 名 ２

級が３名の計 15 名であり，１次試験合格者は 10 名であった。２次試験に対して，全体で予備演

習をおこなった後，実際の試験どおりに，個別の模擬試験をおこなった。準２級の２次試験合格

者は 7 名，２級の２次合格者は１名であった。問題集の自習など，１日３時間程度継続的な英語

の取り組みが必要である。 

 

(3) ACE 並びに BACE テスト 

平成 22 年度も，TOEIC に向けて，1 年生には BACE を，２，3 年生には ACE を２回ずつ（前

期１回，後期１回）実施した。３年生の２回目は四国５高専の達成度試験を含めている。テスト

実施の目的は，自分の実力を経過的に把握し，今後の学習計画を考えることが主である。1 年生

から 3 年生まで約 440 名が受験し，１回目に比べ，２回目の成績が概ね向上した。 

 

  (4) 英語読本の導入と貸出冊数の増加 

   平成 23 年度に校長留保分で英語読本（英語多読図書）を数百冊冊購入し，それまで図書館に所

蔵されていた英語読本 904 冊と合わせ，合計数千冊となった。それぞれの本には語数等を書いた

シールを貼り，図書が導入された12月～2月までの英語読本の貸出冊数は2000冊以上となった。 
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   (5) iPad を利用した英語学習 

英文法授業を行った本科１学年では，指導前後に行った外部試験 BACE テストにおいて，前年度

同様導入前に比べ平均点が 10 点以上向上した。 

 

６．これからの取り組み 

授業の中で基礎力を培い，広い世界に目を向けさせ，英語の重要性を理解させ，英語のコミュニ

ケーション能力を高める。 

(1) TOEIC の IP テストを今後も継続実施し，英語の重要性を指摘し学習意欲を喚起する。 

(2) 英語検定の準会場の取り組みを続けることで，学生の英語学習に対する意欲を強化する。 

(3) 日々の授業に工夫を凝らし，学生の学習意欲の向上に努める。 
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（５）その他 オフィスアワーの実施。 

 オフィスアワーとしては特にアナウンスしていないが，わからないところは放課後質問に来るよ

う呼びかけた。 

 

４．評価方法 

小テストや実力試験の結果，補講の参加人数などを用いて，判断する。 

 

５．成果 

図３に示すように，γクラスでの小テストはかなり良い成績を修めている。また，演習の発表回

数も平均で１１回であり多数の問題を 

こなしている事がわかる。 

補習参加人数は昨年度より 

増加した。これは１年生に 

強く参加を呼びかけたから 

である。 

一方，オフィスアワーに関 

しては昨年度より減少したが， 

３００人弱の人数は十分 

多くの学生がオフィスアワー 

を活用していると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．これからの取り組み 

補習やオフィスアワーの参加者を増やす方策を講じる必要がある。 

 

図３ γクラス小テスト等の結果 

満点 4 4 4 2 12 2 1

日付 4/13 4/20 5/24 5/25 6/7 6/22 6/29

平均
3.13 3.19 3.45 1.9 9.28 1.87 0.87 11.15385

１００
点換算

78.2 79.8 86.2 95.2 77.3 93.5 87.1

問題演習
発表回数

図５ ２０１１年度オフィスアワー指導学生数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月１月 ２月 ３月 合計

１年 0 1 0 2 0 6 0 1 1 0 0 0 11
２年 5 7 8 1 0 13 3 17 1 5 10 0 70
３年 1 6 2 0 1 17 1 4 3 10 5 0 50
４年 2 4 12 1 0 8 1 5 11 1 0 0 45
５年 16 15 13 4 0 1 4 0 1 0 0 0 54
専攻科 1 0 3 1 0 0 0 0 1 2 1 0 9
小計 25 33 38 9 1 45 9 27 18 18 16 0 239

図４ ２０１１年度補習参加人数 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月１月 ２月 ３月 合計

１年 3 115 3 1 5 17 144
２年 2 7 2 1 11 1 6 3 33
３年 7 11 10 2 33 2 12 8 85
４年 1 2 1 5 2 11
５年 6 7 7 3 23
専攻科 0
小計 12 136 25 0 0 13 2 57 20 20 11 0 296
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2.15.4 １，２年次全体における基礎学力の定着に対する取り組み（理科） 

 

１．目的 

基礎学力の定着とともに，豊かな自然観を養う。 

 

２．平成２３年度の目標 

基本的な概念や原理・法則の理解を図り，さらに演習や実験を通して，数式処理能力や探究する

姿勢を身につけさせる。 

 

３．手段 

① 物理では，各自で授業以外にノートを作らせる。② 数理演習では毎回小テストを行う。                 

③ プリントなどで問題演習をさせる。 ④ 定期試験不良者に再試験などを実施する。                      

⑤ 希望者に問題集を購入させる。  ⑥ 1 年物理，化学では，小テストを行う。 

⑦ 補習の実施 

 

４．評価方法 

中間試験，定期試験，問題レポート，小テストなどの成績とともに，授業態度，課題提出状況な

どにより評価する。 

 

５．成果 

期待される成果として以下のことを年度当初に挙げた。 

基礎学力の定着とともに，数式処理能力や探究心が高まり，学習意欲向上にもつながる。 

①自宅学習の習慣をつけさせ，予習，復習の効果を上げさせる。                     

②テストにより学習能力の向上の効果がある。 

③問題演習量の不足を解消 

④学習内容の定着と学習効果をあげるようにする。 

  ⑤優秀であり，物足りなさを感じる学生を更に伸ばす効果がある。  

 

１年次物理においては，定期的に補習を実施した。補習は，毎回，4～6 人の教員がつくことで，

学生の質問や，苦手で手が出せない学生にも，きめ細やかな指導を行うことができた。定期試験の

平均点も，昨年度に比べて２０点程あがっている。 

２年次物理においては，定期試験の学科平均の成績が１０点から２０点近く上がっている。これ

も一つの学習成果と考えられるが，年度毎の学力のばらつき，カリキュラム改正の影響などで一概

には成果が出たかは判断しづらい。しかしながら，定期試験学力分布の傾向を見てみると二極化の

分布から，一極化の分布へと成績分布が推移してきている。このことは，今年度の取り組みが低学

力層の学生に対し効果をあげ，中間の成績領域への上昇をもたらしたものと判断できる。この点に

おいて，今年度の取り組みは成果を上げたといってよいであろう。また，学生にアンケートをとる

と，課題を仕上げるのは大変であったが，自宅学習の成果が出たと答えている学生が多数であると

の結果がでた。特に，テスト前の復習に役立つ，授業で習うところの勘所が理解できたなどのよい

意見が出ている。これも，今回の取り組みの成果であるといえる。 
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 １，２年化学に関しては，小テストや補習，再試験を行うことで，学生に勉強時間を確保するよ

うにした。その結果，欠点者の数を最小限に抑えることができた。平均点に関しては，昨年度と単

元や問題が異なるため，比較できないが，昨年度並み，あるいは，クラスによっては，５～１０点

あげることができた。また，四国地区５高専が参加する，化学共通試験では，四国地区で平均的な

水準を保つことができたが，知識の定着が十分とはいえない状況であったので今後，改善の余地が

ある。 

 

６．これからの取り組み 

 今後も，今年の取り組みを継続し，自宅での学習を促す課題を出してゆく予定である。また，物

理に関しては演示実験を授業に取り込み，学生の物理学への直観的理解と体験としての物理学の習

得を目指すことを考えている。化学に関しては，知識の定着のため，共通試験の勉強を兼ねて，過

去問を使用し，復習する機会を設けたい。また，実験のレポートの指導で，作成方法の習得や知識

の定着をはかる。 
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2.15.5 社会科の教育活動（社会） 

 

１．目的 

本校の教育理念たる「身体たくましく基礎学力を深め」を根幹に,健全な社会常識,豊かな人間性・

情操を養い,論理的コミュニケーション力を育成しながら,専門科目の基礎となる学力を図る。 

 

２．平成２３年度の目標 

・学生の主体的な取り組み，積極的な発言を伴う授業,双方向授業の展開をはかる。 

 

３．手段 

・主体的積極的に学習したことが認められる提出物には評価を高くし，学生達へも具体例を示しなが

ら主体的な学習活動を促進させる。学生を巻き込んだ議論の展開を心がける。 

 

４．評価方法 

・基本的には,年４回の定期試験による基礎事項の理解度による素点を主に評価する。 

・テストの結果,授業態度,ノート・レポート提出,発表学習等を通じ適正な評価に努める。 

 

５．成果 

・視聴覚教材の開発や活用により，わかりやすい授業の展開をはかった。 

・質疑応答の機会を何度も設け，あるいは，学生を巻き込んだ議論を展開することで,学習内容の定

着をはかった。対話型授業をこころがけることで，考えて答えることが訓練された。 

・技術者倫理の授業においては,班ごとに事例を与えて問題提起や技術者として班が理解したことを

発表させ,相互の意見交換及び討議をなすなかで,多様な意見への理解と考察力をつけさせた。ま

た，福島原子力発電所の事例を取り上げさせることで，現在，社会や技術者が直面する深刻な問題

に対して考察させ，考えを深めることができた。（図１） 

 

６．これからの取り組み 

・マルチメディアの効果的利用をさらに促進し,新たな教材作成に努めながら授業全体の活性化に役

立てる。 

・地図や資料をより有効に活用した授業の進行に努める。 

・事象に対して適正な判断に近づけられるよう努力し，,時代の変化に対応できる人物の育成を図る。 

・豊かな人間・情操を育てるような対話型授業を取り入れる。 

・抽象的議論をする際は,10 代の若者にとって身近で切実な問題を取り上げ,授業展開を図る。 

・学習教育目標を達成できない学生の比率を下げたい。対象学生に対しては,補講や追試を実施し,担

任とも連携をはかりながら対処法を実行する。 

・学習意欲のない学生が共通クラス（留年生のクラス）に顕著にみられた。このような学生たち 

 への授業への動機づけ等,工夫する必要がある。 

 

 

 



2.学科・専攻科・センター等の継続的な改善                 Annual Report 2011 
 

- 102 - 

 

 

シティーコープタワー事件

17番 毛利加代

18番 矢野絢子

   

シティコープタワー

 59階建て

 1977年

 ニューヨーク市

 設計者

 W. J. ルメジャー

   

なぜ？

 ニューヨーク市の建築基準

 対角方向の風を考慮に入れず

 溶接部がボルト締めに変更

 コストカット

 

       

事件

 耐風性に問題

 完成の翌年

 学生からの指摘

 欠陥を公表

 技術者としての責任

 速やかに修理

 多くの協力者の支援

      

対応

 シティコープに説明

 損害賠償保険会社

 建設業者

 補強工事

 必要な時間と費用の見積もり

 関係者の協力を3日で取りつけ、すぐ実行

 ニューヨーク市当局に説明

 24時間ハリケーンの発生を監視・分析

 半径10ブロック圏内の住民避難

      

結果

 補強工事

 深夜に集中

 工事中，ハリケーンが接近

 セーフ

 「700年に一度の嵐」に耐えられる強度

 損害賠償金

 ルメジャーの行動を評価

 800万ドル→200万ドル

    

 

ルメジャーの果たしたこと

 法的基準を満たす

 最小限の責任範囲

 当時の市の建設基準

 建物完成後

 安全性への配慮を怠らなかった

     

質問

 Q1.全ての関係者の協力をなぜ3日間で取り付けられた
のか。

 A1.ルメジャーだけではなく、関係者すべてが「公衆の安全」
を最も重視すべき価値として考えたから。

 Q2.補強工事中に危機はあったか。

 A2.一度、ハリケーンがニューヨークに上陸する可能性が
あったが、幸いにもハリケーンは海上にそれた。結果として
は、緊急事態を発令するような危機はなかった。

      

 この事例から学ぶこと

 １．公衆の安全，健康，福利を最優先に考え，行動する

 ２．日頃から尊敬できる相談相手をつくっておくこと，そ
し

 て問題に出会ったら相談すること

 ３．日頃から周りの人と何でも話し合い，意見やアイデア

 の表明は積極的に

 ４．倫理にかかわる問題に出会ったら，担当部署に相談

 する，自分や関係者の言動を正確に記録する

 

 

図１ 技術者倫理 専攻科１年のレジュメ 
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2.15.6 運動能力と体力の維持向上（体育） 

 

１．目的 

個人の運動能力の低下を抑え，維持向上を目指すとともに，団体行動を身につけ，問題を解決

しようとする姿勢を身につける。 

 

２．平成２３年度の目標 

・運動能力を向上させ，身体を動かす楽しさを伝える。 

・いろんな種目に，主体的かつ前向きに取り組む姿勢を身につける。 

・規定の服装の着用や話を聞く態度など団体行動の規律を身につける。 

・団体種目を行なうことで，常に集団の中の１人であることを意識し，周囲とコミュニケーシ 

ョンをとりながら目的達成のために協力する姿勢を身につける。 

・自分の運動能力を把握し，体力の維持向上を考える。 

・欠課や遅刻を少なくする。 

 

３．手段 

・年度初めの授業において，体育の目的，目標の周知徹底を行なった。 

・授業の開始時に整列を行ない，服装の点検を行なった。 

・その種目のルールや理論の説明を行なった。 

・スポーツテストを実施するとともに，個人の記録の周知を行なった。 

 

４．評価方法 

・規定の服装の着用や授業を受ける態度を評価した。 

・体力および運動能力を測るテストを適宜行なうことで評価する。 

但し，身体障害がある場合は状況に応じて適切な措置を執った上で判断する。 

 

５．成果 

・前年度と比較して，規定の服装を着用せず授業に参加する学生は大幅に減少した。 

・スポーツテストを行なうことで，個人の運動能力の維持，向上，低下を把握することができ 

た。 

・スポーツを通じて個々の場面に応じた対応力を日常生活で起こりうる問題に対する対応に当

てはめて行動する学生が見受けられるようになった。 

・いろんな種目に積極的に参加する姿勢が昨年と比べて増加傾向にある。 

・生涯スポーツを通じた健康管理の重要性を理解した学生が増加しているように感じた。 

 

６．これからの取り組み 

学年によって取り組む姿勢に差があるものの，服装の着用や時間を守ることができない学生は

年々減少傾向にある。これからも目的や目標の周知徹底を行なうが，担任と連携をとりながら集

団時において規律を守ること，協調することの意義，スポーツを通じた健康管理の重要性を伝え，

主体的に行動できるよう促したい。 
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2.16 図書館 

2.16.1 図書館利用の充実(高松) 

 

１．目的 

(1) 教育・研究並びに教養の向上に資すること 

(2) 図書およびその他資料を収集管理し，学生・教職員の利用に供すること 

(3) 図書館の利用を促進するため広報活動に努めること 

(4) 地域社会へ図書館を開放し，住民の図書館利用の向上に努めること 

 

２．平成２３年度の目標 

(1) 広報活動の維持継続 

(2) 館内所蔵図書の充実化 

 

３．手段 

(1) 「図書館だより」の継続発行，及び学生への着実な配付 

(2) 図書館ホームページでの新着図書の紹介 

(3) ブックハンティングによる学生の希望図書受け入れ 

(4) 教職員による選定図書の受け入れ 

 

４．評価方法 

平成 23 年 4 月～平成 24 年 2 月における図書受け入れ冊数，貸出冊数，入館者数によって評価す

る。 

 

５．成果 

「図書館だより」は，春（4 月）と秋（11 月）に発行し，学生への配布を各クラスの図書委員等

の協力を得て，ほぼ全学生に配布することができた。また，ブックハンティングを 6 月と 12 月の 2

回実施した。そのときの学生希望図書を含め，平成24年2月までの今年度新規受け入れ図書は，2,494

冊であった（寄贈図書 273 冊，詫間キャンパスからの供用換 227 冊を含む）。今年度 2 月までの本

キャンパス図書館での図書，CD，雑誌を含む全体の貸出冊数は 12,847 冊であり，入館者数は 39,025

人に及んだ。図書の新規受け入れとともに，まずまずの成果を得ているといえよう。 

 

６．これからの取り組み 

学生の図書館利用は，高学年学生の貸出状況をみると比較的好調に思われる。低学年にやや不調

な面が見られるが，全体の貸出冊数は昨年度を上回った。図書の貸出の多寡は，入学年度の様態が

低学年のあいだ持ち越される傾向がうかがえる。この点において，新入生のときの図書館利用を促

進する方策が必要だし，2 年生以上の在校生についても適度な動機付けが必要とされよう。オリエ

ンテーション時の図書館案内や，統合された「図書館だより」により興味をひくような記事の充実

並びに継続的発行をはかりつつ，今後も図書館利用を促進していく努力を惜しまずつづけていく。 
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2.16.2 図書館利用の促進（詫間） 

 

１．目的 

（１） 教育および研究のための資料や文献の充実と有効利用 

（２） 自主的な学習を支援する環境の整備 

（３） 地域社会への図書館の開放 

 

２．平成２３年度の目標 

（１） 学生や教職員などの図書館利用者の意見をくみ取った図書購入を行う。 

（２） 英語多読コーナー，授業参考図書の案内など，学習を支援する活動を行う。 

（３） 学生，地域の方々に利用しやすい図書運営に努める。 

 

３．手段 

（１） 利用者から要望のある図書を優先的に購入する。 

（２） 利用者に分かりやすい図書案内を行う。 

（３） 英語多読コーナーの充実に努める。 

（４） 学生による読書案内のウェブページを立ち上げる。 

（５） 図書館リポジトリを香川大学の協力のもとに進める。 

 

４．評価方法 

（１）貸出冊数等により，評価する。 

（２）英語多読コーナーの実現そのもので評価する。 

（３）学生による読書案内のホームページの実現そのもので評価する。 

（４）図書館リポジトリの実現そのもので評価する。 

 

５．成果 

（１）貸出冊数を増加させる。 

   英語多読図書コーナーの充実を図った。多読用図書を 1042 冊購入し，2678 冊貸し出した。図 

書，CD，雑誌を含む全体の貸出冊数は 1 万 2707 冊である。学生 1 人当たり貸出冊数は，昨年 

度が 15.0 冊であったのに対し，13.2 冊と減少した。各データを表１に示す。 

（２）利用者に図書館を親しみやすくする。 

  学生主体のブックハンティングを 2 回実施した。さらに，図書館だよりの発行，読書感想文の 

募集を行い，図書館利用の促進に努めた。また，テーマにそった書籍の展示（書籍の特集展示） 

を行った。 

（３）学生図書委員の活動を活発にする。 

  学生図書委員の主体的活動として，読書の森活動を行った。その成果として，読書案内を図書 

  館ホームページに掲載した。 

 

６．これからの取り組み 

英語多読については，次年度も引き続き，活動を活発化させていきたい。 
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利用者別貸出冊数 

  図書 CD 雑誌 合計 

学生 6,309 1,809 529 8,647 

専攻科生 946 251 111 1,308 

研究生 0 0 4 4 

教職員 1,479 137 26 1,642 

一般 1,004 58 33 1,095 

高松キャンパス 11 0 0 11 

合計 9,749 2,255 703 12,707 

 

学生貸出冊数                  開館日数 

  平成 23 年度 曜日 日数 

学生（学生・専攻科生）貸出冊数 9,955 平日 213 

学生 1 人当たり貸出冊数 13.2 土曜日 35 

日曜日 5 

合計 253 

 

時間別利用者数 

時間内 時間外 合計 

日数 人数 
平日 土曜日 日曜日 

日数 人数 
日数 人数 日数 人数 日数 人数 

213 28,731 178 4,299 35 935 5 241 253 34,206 

1 日平均 134.9 24.2 26.7 48.2 135.2 

 

英語多読図書       一般利用者       TOEIC・英検図書 

受入冊数 1,042 貸出人数 250 受入冊数 115 

貸出冊数 2,678 貸出冊数 1,095 貸出冊数 517 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 平成 23 年度図書館利用状況等（23.4～24.2） 
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び導入状況に

ター(高松)と

組み 

ットワーク機

約し，ネット

図 2 

続的な改善

入 

めている各高

を行った。こ

順次利用され

により評価を

として，３．

機器の更新が

トワークシス

新規導入
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高専のネット

このシステム

れることにな

を行う。 

で示した活

があるのでそ

ステムの更新

された基盤認

      

トワーク機器

ムは，機構や

なる。(3 月 1

活動を実施で

それ向け仕様

新を行ってゆ

認証システム

     

器の更新に合

や学内のネッ

19 日) 

できた。 

様策定委員会

ゆく。 

ムの設置状態

Annual Re

合わせが進め

ットワークシ

会の設置し，

態 

eport 2011

めている基

システムに

各組織か

 



2.学科・専

 

 

2.17.2 

 

１．目的 

電子情報

計算機環

 

２．平成２

（１）次期

（２）コン

 

３．手段 

（１）仕様

演習室は

（（２）で

演習室，第

 

新システ

般教育科）

学科），近

仕様策定

 

第１回 ４

第１回の委

 

 

仕様書は

９月１

信ネットワ

され，技術

 

（２）マル

マルチメ

アを用いて

専攻科・セン

演習室の

報系技術者を

環境に関する

２３年度の目

期教育用電算

ンピューター

様書の策定と

は現在第１演

で後述）があ

第２演習室，

テムの仕様策

），高城教員

近藤教員（情

定委員会の開

４月２８日，

委員会にて委

は７月１１日

日に業者の入

ワーク工学科

術審査が行わ

ルチメディア

メディア教室

ているため更

ンター等の継続

の新システム

を育成するた

る技術的支援

目標 

算機システム

ーを取り入れ

と技術審査に

演習室，第２

ある。この内

サイバーラ

策定には事務

員（通信ネッ

情報工学科）

開催は以下の

第２回 ５

委員長が南副

日に官報に公

入札関係資料

科），小野教

われた。その

ア教室に新し

室は英語科が

更新するには

図１ 教

続的な改善

ム導入（詫

ための情報処

援を行う。

ムの仕様策定

れた基礎教育

に実行により

２演習室，サ

内サイバーラ

ラボ，高度情

務部から牛田

ットワーク工

が選出され

の通り。 

５月３０日，

副センター長

公示された。

料提出が締め

教員（通信ネ

の結果，各社

しい PC を含

が語学演習に

はシステム全

育用電子計算
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詫間） 

処理教育環境

定・技術審査

育システムの

り行う。 

サイバーラボ

ラボは更新さ

情報教育ラボ

田課長補佐が

工学科），真

れた。 

第３回 ５

長に決まり，

その後，４

め切られた後

ネットワーク

社とも合格と

むシステム

に整備したも

全体を入れ替

算機システム

      

境を整備する

査・システム

の環境整備を

ボ，高度情報

されたばかり

ボ，マルチメ

が，教員から

真鍋教員（同

５月３１日，

議長として

４社から質疑

後，技術審査

ク工学科），

として１０月

を導入する

ものであるが

替える必要が

ム仕様書 

     

る。 

ム導入を行う

を行う。 

報教育ラボ，

りであるので

メディア教室

らは南副セン

同），天造教

第４回 ７

て仕様策定を

疑があり南委

査委員が南教

金澤教員（

月３日に入札

ことで行う。

が，システム

があり，英語

Annual Re

う。 

マルチメデ

で，今回の更

室が対象であ

ンター長，森

教員（電子シ

７月５日 

を行った。 

委員長が回答

教員の他粂川

（情報工学科

札が行われた

。 

ムが特殊なハ

語科やその所

eport 2011

ディア教室

更新は第１

ある。 

森教員（一

システム工

答した。 

川教員（通

科）に決定

た。 

ハードウエ

所属する一



2.学科・専

 

 

般教育科の

センターに

受けて会議

の管理下に

 その後，

 

４．評価方

（１）仕様

 

仕様書は

技術審査報

 

 

 

（２）マル

 これにつ

しかし，技

る。 

 

５．成果 

元々は

メディア教

の性能もア

 

６．これか

マルチメ

専攻科・セン

の予算を超え

に管理を移す

議が開催され

に入った。 

（１）の仕

方法 

様書・技術審

は官報に掲載

報告書がある

ルチメディア

ついては，現

技術審査資料

３つの演習室

教室が増えて

アップしてい

からの取り組

メディア教室

ンター等の継続

えているため

すことが平成

れ，各科の承

仕様策定を経

審査資料で判

載されている

る。 

ア教室の PC

現在 PC 機器

料により PC 機

室にてシンク

て４演習室と

いるがメーカ

組み 

室の PC 起動

続的な改善

め，英語科か

成２２年度に

承認を得た上

経て PC 機器

判断する。

る。また，技

起動速度や

器の設定中で

機器は十分な

クライアント

となり PC 機

カーのコスト

動速度の測定

図３
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からの要請で

に提案された

上で情報基盤

器の更新が行

技術審査資料

や学生アンケ

あり，春休

なスペックを

トサーバで運

機器の台数も

トダウンによ

定や学生アン

３ 技術審査

      

で情報基盤

た。それを

盤センター

われた。 

料としては各

ートにより判

み中のため学

を有するので

運用されてい

も２００台を

より従来より

ケートを実行

査資料 

     

各業者の資料

判断する。 

学生アンケー

で，使用上問

いたが，今回

を超えること

りも少ない予

行する。 

図２マルチ

Annual Re

料及び質疑応

ートも行えて

問題は無いと

回の更新によ

ととなった。

予算で更新出

チメディア教
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応答内容，

ていない。

と考えられ

よりマルチ

また，PC

出来た。 

教室の PC 機器器
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2.18 学生相談室 

2.18.1 学生相談室（高松） 

 

１．目的 

 学校生活においての悩みや日常生活上の個人的な悩みをかかえる学生や，学校に不適応状態に陥っ

ている学生に対して，必要に応じて指導・助言あるいはカウンセリング等を行って，学生一人ひとり

が有意義で充実した学生生活を送れるように支援する。 

 

２．平成２３年度の目標 

 悩みをもつ学生が早期かつ気軽に相談できるように，相談室員（教員）の相談活動を充実させる。

また，学校生活で多くの困難をかかえている発達障害などがある学生（またはその保護者）について

は，カウンセラーによる継続的な指導・助言をお願いする。 

 

３．手段 

 相談室員には各教員室において随時学生からの相談に応じてもらうとともに，毎金曜日の 17 時か

ら１時間程度，室員が交代で学生相談室に待機し，学生からの相談に応じてもらった。本年度は，長

期休業中や定期試験中などを除き，相談室での相談を 26 回実施した。また，カウンセラーには本年

度 19 回来校していただき，このうち３年男子学生と４年女子学生の保護者２名については，継続的

に助言していただいた。 

 

４．成果 

 本年度，相談室があつかった月別の延相談人数と延相談回数は下図のとおりで，年間延 499 人から

延 831 回の相談回数があった。その内訳を延相談人数で示すと１－３年男子学生が 172 人（34.5％），

４－５年男子学生 155 人（31.1％），１－３年女子学生 45 人（9.0％），４－５年女子学生 31 人（6.2

％），保護者 50 人（10.0％），教職員８人（1.6％），その他１人（0.2％）であった。また，相談

分野を延相談人数で示すと，学業 230 人（46.1％），進路 83 人（16.6％），学生生活 55 人（11.0％），

家庭 34 人（6.8％），対人関係 31 人（6.2％），健康 15 人（3.0％），その他 51 人（10.2％）であ

った。 

 カウンセラーに継続的に助言していただいた３年男子学生の保護者は本人が原級になることを心

配していたが，無事に進級した。また，４年女子学生の保護者は親子関係に悩んでいたが，こちらも

改善した面があった。 

図 月別の延相談人数・延相談回数 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

人数 55 66 57 56 27 53 21 35 49 22 33 25 

回数 94 126 100 114 55 93 28 51 68 33 38 31 

 

５．これからの取り組み 

 本キャンパスにも毎年数名ずつ発達障害を持った学生が入学してくる状況にあり，相談室員のスキ

ル向上など，取り組むべき課題が多く残されている。 
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2.18.2 

 

１．目的 

学生が

な講演会，

 

２．平成２

これまで

施していな

 

３．手段 

本年度か

た，毎年継

 

４．評価方

教職員対

 

５．成果 

(1) 学生

12

豊市立

師を招

を実施

に基づ

く，丁

 

(2) 教職

2 月

子先生

実施し

いて，

平成

 

６．これか

来年度か

る教職員に

年 度

講演

参加者

専攻科・セン

学生，教

日々健康な学

教職員には

２３年度の目

で学生相談室

なかったので

から詫間キャ

継続している

方法 

対象の講演会

生対象の「自

月 14 日(水)

立永康病院精

招いて，「自殺

施した。講演

づき，自殺行

丁寧に説明さ

職員対象の

月 13 日(月)1

生を招いて，

した。講演で

いろいろな

成 19 年度か

からの取り組

からも学生対

に対する講演

度 平

テーマ 

者数 

ンター等の継続

教職員に対す

学校生活を送

は誰もが学生

目標 

室では，毎年

で，本年度は

ャンパス第 4

る教職員対象

会の年度ごと

自殺予防に関

)７限目に第

精神・神経科

殺について考

演では，架空

行為に陥る過

れ，学生たち

「学生相談に

5 時より教職

「学生の話

では，グルー

なアドバイス

から本年度ま

組み 

対象の「自殺

演会は，教職

平成 19 年度 

自殺予防 

54 名 

続的な改善

するメンタ

送れるように

生相談への理

年教職員対象

は学生対象に

4 学年の学生

象の講演会は

と参加者数を

関する講演会

4 学年 135 名

科心療内科医

考える」のテ

空の事例によ

過程などにつ

ちは真剣に視

に関する講演

職員を対象に

を今よりも

ープ討議の方

スをしていた

での教職員

殺予防に対す

職員から講演

平成 20 年

自殺予防

50 名

図 2 講演
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タルヘルス

に，学生を対

理解を深めて

象の講演会は

にもメンタル

生を対象に

は「学生相談

を比較して，

会」の実施

名を対象に，

医長奥平篤之

テーマで講演

よる自殺の症

ついて分かり

視聴していた

演会」の実施

に，本キャン

う少しだけ

方式で教職員

ただいた。

対象講演会

する講演会」

演内容の希望

年度 平成

防 発

 4

演テーマと参

      

講演会の実

対象に日常の

てもらえるよ

は行ってきて

ルヘルス講演

「自殺予防に

談に関する講

講演テーマ

，三

之医

演会

症例

り易

た。 

施 

ンパスカウン

「聴」いてみ

員に対して，

の年度ごとの

を実施する

望も聞きなが

成 21 年度

達障害 

41 名 

図

参加者数 

     

実施（詫間

の不安な気持

ような講演会

ているが，学

演会を実施す

に関する講演

講演会」を実

マや実施時期

ンセラーで臨

みませんか」

「聴く」とい

の参加者数を

る。また，こ

がら実施して

平成 22 年度

発達障害 

43 名 

1 自殺予防

Annual Re

間） 

持ちを取り除

会を開催する

学生対象の講

する。 

演会」を実施

実施する。 

期などを検討

臨床心理士の

のテーマで

いうことの大

を図 2 に示す

これまで続け

ていく。 

度 平成 23

学生相

23

防に関する講
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除けるよう

る。 

講演会を実

施する。ま

討する。 

の葛西真樹

で講演会を

大切さにつ

す。 

けてきてい

3 年度

相談 

名 

講演会 
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2.19 キ

2.19.1 

 

１．目的 

学生への

 

２．平成２

学生の就

 

３．手段 

外部機関

 

４．評価方

講座や説

 

５．成果 

5-1 直接

   就職

(a)進路

就

開催

(b)ＳＰ

Ｓ

けて

開催

(c)履歴

しそ

   開催

(d)面接

春

専攻科・セン

キャリアサ

進路支援

の就職･進学

２３年度の目

就職率･進学

関との連携に

方法 

説明会の参加

接的な就職支

職率･進学率

路ガイダンス

就職や進学に

催日 10 月

ＰＩ対策講座

ＳＰＩの概要

ての実質的な

催日 10 月

11 月

歴書の書き方

学生が知ら

そうなポイン

催日 12 月

接実技指導の

外部コンサ

春からスター

 

 

 

 

 

 

 

ンター等の継続

サポートセ

援 

学活動を支援

目標 

学率ともに１

により，各種

加人数などに

支援 

率ともにほぼ

ス 

についての学

19 日(水)，

座  

要と 40 分の

なスタートの

13 日(木) 

10 日(木)，

方講座の開講

らない書き方

ントについて

15 日(木) 

の実施 

ルタントに

トする就職試

続的な改善

ンター 

援する。 

００％を目

種講座の開講

について，各

ぼ 100%を達成

学校推薦等に

11 月 10 日

の模擬試験を

の位置づけで

11 月 17 日

講  

方のマナーや

て解説した。

よる４年生

試験に向けて

図 3
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指す。 

講や面接実技

各学科長をは

成した。 

に関する説明

(木) 

を受験した。

である。 

（木） 

や様式，間違

 

と専攻科１年

て，特に面接

面接実技研

      

技指導及び企

はじめとする

明をした．

就職に向

違いが発生

年生を対象と

接試験に関す

研修の様子 

     

企業合同面談

る教職員への

とした面接実

する実技指導

図 2

図

Annual Re

談会を企画す

の意見を聴取

実技指導を実

導を，自身の

2 SPI 対策講

1 進路説明

eport 2011

する。 

取する。 

実施した。今

の豊富な民間

講座 

明会 

今

間 
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企業

頂い

で

開催

 

(e)保

  

自

実

    (f)高

 

と

参

(g)就

就

した

面談

は，

りま

開

 5-2 各

(a)技

女

て，

心を

リア

理解

催し

電子

４名

実

(b)香川

け

ち

ル

士

実施日

専攻科・セン

業体験に基づ

いた。学生の

しまうような

催日 全体説

  研修 

保護者懇談会

4 年生の保

自由応募等の

実施日 12 月

高専生のため

神戸で開催

と専攻科の希

参加日 1 月

就職対応の企

就職を対象と

た。図 4 に様

談会に臨んで

詫間キャン

ました。 

開催日 2 月

各種キャリア

技術サロン「

女子学生の

技術士とい

を持っても

ア形成，技術

解を促すため

した。講師は

子系，情報系

名。 

実施日 1 月

川県技術士会

3 年生対象

がえのない

(技術者)の

ループ討議の懇

士会の方々に

 10 月 18

10 月 24

ンター等の継続

づいて，面接

の中には，講

な場面もあっ

説明 12 月

  1 月 1

会 

保護者を対象

の違いについ

月 10 日，3

めの合同会社

催された合同

希望学生が参

21 日(土) 

企業合同面談

とした 4 年

様子を示す。

でおりました

ンパスの学生

28 日（火）

ア支援 

「技術者・技

キャリア支援

いう資格に興

らい，将来

術士の働き方

めのイベン

は日本技術

系，建設系

14 日（土）

会による出前

に，「共に考

出会い・転機

場合」をテー

懇談会を開催

お越し頂き，

日（火），1

日（月），1

続的な改善

接の心構え等

講師による模

ったが，それ

16 日（金）

4 日（土），

象に，今後の

いてご理解頂

月 10,11,12

社説明会への

同会社説明会

参加した。 

談会開催  

生と専攻科生

学生達は，緊

た。高松キャ

も参加し，大

，2 月 29 日

技術士を目指

援とし

興味関

のキャ

方への

トを開

士会の

の方々

 

前講座 

考える転職

機，そして生

ーマに，15

催した。毎回

，貴重な体験

10 月 19 日

11 月 11 日

講
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等について，

模擬面接試験

れでも学生た

，1 月 13 日

，1 月 15 日

スケジュール

頂いた。 

2 日 

参加 

会に，両キャ

生対象の面談

緊張した面持

ャンパスでの

大変有意義な

日（水），3

す女子学生

・適職探しの

生き方として

分の講義と

回，5 名から

験談をお話し

（水） 

（金） 

講義風景 

      

身振り手振

験で，予想外

たちは，真剣

日（金） 

（日），1 月

ルや推薦と

ンパスから

談会を開催

持ちで企業

の面談会に

なものとな

月 1（木）

向け懇話会」

の夢と旅 ～

ての職業，私

75 分程度の

ら 10 名もの技

し頂いた。

図

     

振りで細部に

外の質問に戸

剣に指導を受

月 28（土）1

4 年

」開催 

～か

私た

のグ

技術

図 6 

自

5 サロンの

図 4

Annual Re

にわたり厳し

戸惑い，つい

受けていた。

1 月 29 日（

グループ討

自由討論の様

の開催風景 

4 企業合同面

eport 2011

しく指導して

い口をつぐん

 

日） 

討議の様子 

様子

面談会の様子

て

ん

子 



2.学科・専

 

 

2.19.2 

 

１．目的 

インター

両キャン

 

２．平成２

インター

名，インタ

 

３．手段 

外部機関

 

４．評価方

各事業の

インター

 

５．成果 

5-1 イン

合計

した。

 (a) イン

イン

した。

実施日

 (b)先輩か

“

後輩へ

しても

実施日

 (c) イン

イ

務処理

心構え

した。

実施日

(d)インタ

実施日

(e)インタ

9 月

専攻科・セン

インター

ーンシップ活

ンパスのイン

２３年度の目

ーンシップ参

ターンシップ

関との連携に

方法 

の実施計画と

ーンシップ報

ンターンシッ

計 222 名がイ

。以下に概要

ンターンシッ

ンターンシッ

 

日 5 月 26

からのコメン

“インターン

へのアドバイ

もらいました

日 6 月 16

ンターンシッ

ンターンシ

理について説

えやインター

。 

日 6 月 30

ターンシップ

日 ７月 20

ターンシップ

月末から 12

ンター等の継続

ーンシップ活

活動を支援す

ンターンシッ

目標 

参加学生を増

プに行った企

により，各種

と実施状況に

報告会を通し

プ支援 

インターンシ

要をまとめる

ップ意義説明

ップの現状と

日（木） 

ント 

ンシップのこ

イス～”と題

た。 

日（木） 

ップ準備講座

ップに参加

説明した後，

ーンシップ中

日（木），7

プに参加  

日から 8 月

プ報告会 

2 月にかけて

続的な改善

活動関連の

する。 

ップ情報の共

増やすために

企業名，実施

種講座の開講

によって評価

しての聴取や

シップに参加

る。 

のための講

と必要性につ

ことは俺に訊

題して，5 年

座 

加する学生に

インターン

中のマナーに

7 月 6 日（水

末までの１

て，インター
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の支援 

共有化を図る

に，各キャン

施報告会等の

講やインター

価する。 

や，参加学生

加した。イン

講座 

ついての講座

訊け ～体験

年生から本音

に対して諸注

ンシップ前の

について講座

水） 

，２週間 

ーンシップに

      

る。 

ンパスのイン

の情報を開示

ーンシップ企

生数によって

ンターンシッ

座を開講

験者から

音を発表

注意と事

の準備・

座を開講

に参加した学

     

ンターンシッ

示する。 

企業合同説明

て評価する。

ップ実施に向

学生によるイ

図 1 ｲﾝﾀｰﾝ

図

Annual Re

ップ受け入れ

明会を企画す

 

向けての各種

インターンシ

ﾝｼｯﾌﾟの意義

2 先輩の体験

eport 2011

れ可能な企業

する。 

種講座を開講

シップ報告会

義の説明講座

験談 

業

講

会



2.学科・専

 

 

を実施

(f)インタ

H2

ーンシ

実施日 

 (g)インタ

香

した。

ースを

実施日

 

 

 

 

 

 

 

 

5-2 各種

(a)女子学

１年

者の実

成の実

実施日

 

(b)香川県

2，3

でご活躍

実施日

 

(c)ＯＢに

卒業

専から

て講演

実施日

 

６．これか

今後

援を続

専攻科・セン

施した。次年

ターンシップ

4年度 4年時

シップ企業合

2 月 17 日

ターンシップ

香川県との連

。図 1 に説明

を訪問し，様

日 2 月 28

種キャリア支

学生向けのキャ

年生から専攻

実態（就職・

実例について

日 10 月 13 日

県による出前

3 年生対象に

躍されてい

 6 月 29 日

11 月 7 日

による出前講

生，野崎智洋

世界へ～世

演を行って頂

日 9 月 7 日

からの取り組

後とも社会人

続ける。 

ンター等の継続

年度参加予定

プ説明会 

時にインター

合同説明会に

(金)   

プ企業合同説

携による 3

明会の様子を

様々な質問を

日(火) ，3

支援 

ャリア支援講座

攻科の女子学

再就職・離職

てなどについ

日（木） 

前授業 

に，香川県労

る企業の方に

日（水），10

日（月）  

講座 

洋東京工業大

界最先端の太

いた。 

（水） 

組み  

人としての自

図 1 イ

続的な改善

定の 3 年生も

ーンシップに

について説明

説明会 

年生を対象

を示す。香川

を投げかけて

月 1 日（木

座 

学生に対し，

職）や業界別

てのキャリ

労働政策課の

にお越し頂き

月 3 日（月

大学特任准教

太陽電池開発

自覚をそなえ

ンターンシッ
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も聴講した。

に参加する学

明した。 

象としたイン

川県商工労働

ていた。 

） 

高専卒業生

別取得資格，

ア支援講座

 

のご協力を得

き出前講座を

），10 月 2

教授をお招き

発を目指して

えることがで

ップ企業合同

      

 

学生に対して

ンターンシッ

働部労働政策

生の女性技術

キャリア形

を開催した。

得て，第一線

を開講した。

6 日（水）

きして，「高

て～」と題し

できるように

同説明会の様

     

てインターン

ップを目的と

策課長のご挨

術

形

。 

線

 

高

し

に支

図 2 女

図 3 

図 4

子 

Annual Re

ンシップの意

とした企業説

挨拶の後，学

女子学生向けｷ

香川県によ

4 OB による

eport 2011

意義やインタ

説明会を開催

学生たちはブ

ｷｬﾘｱ支援講座

よる出前授業

出前授業 

催

ブ

座 

業 



2.学科・専

 

 

2.20 地

2.20.1 

 

１．目的 

地域イノ

の社会貢献

など通じて

やその他の

る。最後に

 

２．平成２

目標達成

次に，地域

指す。 

 

３．手段 

具体的な取

・地域イノ

地域イ

・イブニン

イブニ

教職員と

・センター

地域イ

・企業技術

企業技

・企業技術

企業技

・香川高専

香川高専

・知的財産

本校学生

 

４．評価方

各種企画

 

５．成果 

・地域イノ

平成２

行事や成

専攻科・セン

地域イノベ

地域イノ

ノベーション

献を行う。こ

て，地域にお

の企業，OB 等

に，香川高等

２３年度の目

成のための今

域と連携した

取組みとして

ノベーション

イノベーショ

ングセミナー

ニングセミナ

と企業等の外

ー施設設備の

イノベーショ

術者やＯＢの

技術者活用プ

術者の学び直

技術者人材育

専発明コンテ

専発明コンテ

産講演会等の

生・教職員に

方法 

画への参加者

ノベーション

２および２３

成果等をまと

ンター等の継続

ベーションセ

ノベーショ

ンセンターは

このため，第

おける香川高

等と連携して

等専門学校に

目標 

今年度の取組

た技術者人材

て，以下のこ

ンセンター報

ョンセンター

ーなどの開催

ナーや研究会

外部機関との

の開放のしく

ョンセンター

の参加型学生

プログラムを

直し教育事業

育成として，

テストの実施

テストを主催

の実施 

に対する知的

者数と内容の

ンセンター報

３年度の地域

とめて整理

続的な改善

センター

ンセンター

は企業や地域

第一に，香川

高専の評価の

て，企業技術

おける教職

組み目標は，

材育成に努め

ことに取組む

報の発行 

ーに関連した

催 

会，産業技術

の接点の機会

くみを整備

ーの試験研究

生教育「企業

を引き続き実

業を実施  

基礎技術力

施 

催し，さらに

的財産講演会

の充実度，設

報の発行（図

域イノベーシ

・広報するた
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ーの取組 

域社会との交

川高専産業技

の向上をはか

術者や将来の

職員および学

第一に，企

める。最後に

む。 

た行事や成果

術振興会企業

会を設ける。

究設備を，企

業技術者活用

実施し，定着

力養成研修

に全国パテン

会等を実施す

設備の整備状

図１） 

ションセンタ

ために「地域

      

交流を推進し

技術振興会企

かる。第二に

の技術者であ

生の知的財産

企業等との共

に，知的財産

果等を広報す

業への教職員

 

企業等が利用

用プログラム

着をはかる。

（ものづくり

ントコンテス

する。 

状況で総合的

ターに関連し

域イノベーシ

     

し，地域にお

企業やその他

に，香川高専

ある学生の実

産に対する意

共同研究など

産権取得に対

する。 

員による企業

用可能にする

ム」 

 

り人材育成事

ストへの推薦

的に評価する

した 

ション 

Annual Re

おける知の拠

他の企業等と

専産業技術振

実践的能力向

意識の高揚を

どの件数の増

対する意識の

業見学会など

る制度整備を

事業）を実施

薦を行う。 

る。 

図１ セ

eport 2011

拠点として

と共同研究

振興会企業

向上をはか

をはかる。

増加する。

の浸透を目

ど実施し，

を行う。 

施する。 

ロゴ 

センター報 



2.学科・専

 

 

センタ

・イブニン

今年度

また，

また，

研究会

さらに

し，香

や意見

・センター

地域イ

行うため

きなかっ

・企業技術

企業技

・企業技術

企業技

た。高松

施した。

・香川高専

第２回香

このうち

２件を全

乙武秀二

が特許出

また，香

「測って

バイザー

・知的財産

本校学生

実施した。

生を迎えて

（160 名）

 

６．これか

今年度に

するととも

取りまとめ

 

 

専攻科・セン

ター報 2010

ングセミナー

度は，４回の

新年会を開

イブニング

会も全 4 回開

に，教職員に

香川高専産業

見交換等を行

ー施設設備の

イノベーショ

めに，高専機

った。 

術者やＯＢの

技術者活用プ

術者の学び直

技術者人材育

松キャンパス

。 

専発明コンテ

香川高専発明

ちパテントコ

全国パテン

二郎君の「

出願支援対象

香川高等専門

て切れるテー

ーの指導によ

産講演会等の

生・教職員に

。講師には，

て，教職員向

と教職員向

からの取り組

に引続き，産

もに，継続可

めや広報等も

ンター等の継続

･2011 版」を

ーなどの開催

のイブニング

開催し，親睦

グセミナーか

開催して活発

による企業見

業技術振興会

行った。 

の開放 

ョンセンター

機構や他高専

の参加型学生

プログラムを

直し教育事業

育成の一環と

スでは，機械

テストの実施

明コンテスト

コンテスト推

トコンテスト

トマト収穫ロ

象者に選ばれ

門学校長賞

ープカッター

より書類を作

の実施 

に対する知的

山口大学 

向けに知的財

向けに「高専

組み 

産業技術振興

可能で効果的

も充実する。

続的な改善

を発行した。

催 

グセミナーを

睦を深めた。

から発展して

発な活動を行

見学会は８月

会会員企業４

ーが保有する

専を調査した

生教育「企業

を引き続き実

業を実施  

として，基礎

械設計コース

施 

トを主催して

推薦賞（最優

トへの推薦応

ロボットのロ

れ，特許出願

（優秀賞）の

ー」について

作成し，実用

的財産講演会

産学公連携

財産の重要性

専学生として

興会をはじめ

的な地域連携
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を開催した。

 

て発足した信

行った。 

月と３月の２

４社を訪問し

る試験研究設

たが，事例が

業技術者活用

実施し，定着

礎技術力養成

スを機械工学

て実施した。

優秀賞）の発

応募したとこ

ロボットハン

願を行った。

の岡田拓記君

ても，知的財

用新案登録願

会を四国地区

携・イノベー

性・考え方，

て知っておき

めとする地域

携に取組む。

      

 

信号処理 

２回実施 

し，見学 

設備を，企業

がなく，年度

用プログラム

着をはかった

成研修（もの

学科と機械電

 

発明 

ころ， 

ンド」 

（図３）

君の 

財産アド 

願を出願した

区高専地域イ

ション推進機

知財教育の

きたい知的財

域企業や自治

また地域イ

     

業等が利用可

度内での制度

ム」 

た。 

のづくり人材

電子工学科の

た。 

イノベーショ

機構 知財部

の取り組み方

財産の基礎知

治体，研究機

イノベーショ

図２ 

図３ パテ

Annual Re

可能にする制

度整備を行う

材育成事業）

の教員の協力

ョンセンター

部門長  佐田

方など，また

知識」を開催

機関等との連

ョンセンター

イブニングセミ

テントコンテスト

eport 2011

制度整備を

ことがで

を実施し

力により実

ーと共催で

田洋一郎先

た，３年生

した。 

連携を密に

ーの成果を

ミナー 

ト 



2.学科・専

 

 

2.21 み

2. 21.1

 

１．目的 

みらい技

ャンパスの

 

２．平成２

将来，情

年度は 3 階

究，教員研

平成 20

21 年度に

みとよ少

り講座の講

スタッフと

 

３．手段 

 情報工学

改修した

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※利用用途

○共同

    も

同じ

学会

  ○リエ

    企

専攻科・セン

みらい技術

1 みらい技

技術共同教育

の新たな地域

２２年度の目

情報工学科棟

階の改修を行

研究，講演会

0 年度まで推

に採択された

少年少女発明

講師を開催回

となりサポー

 

学科棟の 3 階

3 階の平面図

図１

途 

同利用実験室

ものづくり教

じ教材で理科

会等広範囲の

エゾンラボ室

企業との共同

ンター等の継続

術共同教育セ

技術共同教

育センターは

域連携やシー

目標 

棟はみらい技

行う。効果的

会やミーティ

推進していた

大学教育推進

明クラブの活

回数の半数以

ートする。 

階は共同利用

図を図１に示
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2.22 教務関係 

2.22.1 低学年の学力不振学生向けの特別補習（高松） 

 

１．目的 

 低学年における数学成績不振は，物理・専門科目の成績不振の原因となり，その後の留年・中退

につながることが多く，それらの科目の成績を向上させるための対策を早いうちから行う必要があ

る。その対策の一環として，成績不振学生向けの特別補習を実施し，学力の向上を目指す。 

 

２．平成 23 年度の目標 

 成績不振学生に，勉強する習慣を身につけさせるとともに基礎的な問題が確実に解けるようにさ

せ勉学意欲と学力の向上を目指す。 

 

３．手段 

 成績不振に陥る学生の多くは，家庭学習など授業以外での学習が不足していることが考えられる。

これらの学生は，宿題等を出してもやってこないか，他人の宿題を写して提出することが多い。こ

のため，放課後に強制的に勉強する時間を設け，上級生を彼らの指導に当たらせる。 

また，出欠をきちんととり，毎回の出欠状況を「そくせん」を通じて保護者に知らせる。 

 

４．成果 

 本科 1, 2 年生の成績不振学生を対象に, 放課後を利用した補習(数学)を行い, 本科 4, 5 年生お

よび専攻科生がティーチングアシスタント（TA）として教員と連携を取りながら指導にあたった。

特別補習の受講学生は，定期試験の成績をもとに選抜した。特別補習の実施状況を図 1 に示す。 

 

実施曜日 火曜日: 16:00-18:00       1 年 数学 TA(4 名) 

  水曜日: 15:30-17:30  2 年 数学 TA(4 名) 

 木曜日: 14:40-16:40 2 年 数学 TA(4 名) 

実施期間 連休明け（5 月 11 日）- 前期中間試験前（6 月 2 日） 

1 年 実施せず          2 年 8 回 

前期中間試験後(6 月 28 日) - 前期末試験前(9 月 13 日) 

1 年 4 回             2 年 9 回 

 

  夏期休暇中(8 月 22,23, 24 日)   

1 年 3 回             2 年 3 回 

 

  前期末試験後(10 月 12 日) - 後期中間試験前(11 月 29 日) 

1 年 6 回            2 年 10 回 

後期中間試験後(12 月 21 日) – 後期末試験前(2 月 2 日) 

1 年 4 回            2 年 6 回  

 

 

                図 1 特別補習の実施状況 

 

 学生の特別補習受講前と後の定期試験の成績の変化については図２に示す。（ただし，同一科目

間の点数を比べるために 1 年生及び 2 年前期中間試験前の特別補習対象者は除外する。また，出席
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率が 50%を切っている者も除外する。） 

 

点数変化 1 年生 

60 点以上 1 人

50 点～59 点 2 人

40 点～49 点 5 人

30 点～39 点 9 人

20 点～29 点 1 人

10 点～19 点 9 人

0 点～9 点 4 人

-1 点～-9 点 4 人

-10 点～-19 点 2 人

-20 点～-29 点 1 人

-30 点～-39 点 1 人

計 39 人

図２ 学生の試験成績の変化 

 

概ねの特別補習対象者の成績が向上している。参考として各定期試験の 2 年生全体の平均点の 

推移は以下の通りである。 

2 年生 前期中間 79.01 前期末 74.82 後期中間 60.09 後期末 75.78 

 

５．反省点 

・後期中間試験から後期末試験にかけて，学校行事と重なってしまい 2 年生に対しての補習の回 

数が十分には確保出来なかった。 

・特別補習によって成績が向上し一度は補習対象者から外れても，再度また対象者に選ばれてし 

まう学生が 2 年生に 6 名いた。 

・1 年間を通して特別補習対象者から抜け出せない者が 2 年生 1 名，1 年生 5 名いた。 

 

６．これからの取り組み 

来年度も教務関係教員の主導で継続して実施することとし，特別補習受講後の受講学生の定期試

験成績等を参考に，引き続いて基礎学力の底上げ効果を検証していきたい。 
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2.22.2 成績不振者対策と教務システムの運用（詫間） 

 

１．目的 

・成績不振者に対して早期からかつ年間を通して継続的に対策を行い，学力の向上を目指す。 

・成績，出欠情報など教務に関連する情報を正確に管理する。 

 

２．平成２３年度の目標 

・成績不振者の数を減少させる。 

・教務システムの検証を行いながら，学生による出欠確認を実現する。 

 

３．手段 

・補習や定期試験後の再試験を実施する。 

・教務システムに出欠席や成績評価を正確に入力する。 

 

４．評価方法 

・学年末の原級留置者数 

・教務システムでの運用結果 

 

５．成果 

（成績不振者数） 

・全体の原級留置者は１８名で，昨年度より５名減少した。中間試験を含む４回の定期試験後の再

試験を多くの科目で実施しており，この効果が大きかったと考える。 

・１学年では，原級留置者は４名で，昨年と同数であった。学年団の活動，一般教育科と専門学科

が協力した補習活動が大きく作用したと考える。退学者は２名であった。 

・２学年では，原級留置者は昨年より２名減少した。退学者は３名であった。 

・３学年では，原級留置者は昨年より４名減少した。退学者は１２名（内，５名は進級可能）であ

った。 

・４学年では，原級留置者は昨年より４名増加した。退学者は０名であった。 

・５学年では，全員が卒業した。除籍者は１名であった。 

 

年度 
19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 

1 年 12 13 20 4 4 

2 年 13 10 20 7 5 

3 年 5 13 8 9 5 

4 年 9 3 3 1 4 

5 年 1 2 3 2 0 

合計 40 41 54 23 18 

図１ 原級留置者数（休学者は除く）（教務システムの運用） 
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2.23 学生関係 

2.23.1 学生関係（共通） 

 

１．目的 

 バイク通学生が効率的かつ安全に通学できるよう支援を行う。 

 

２．平成２３年度の目標 

 学生のバイク通学許可基準を統一する。 

 

３．手段 

 両キャンパスのバイク通学基準を比較・検討し，各キャンパスの良い方のシステムを取り入れ，

また，保護者へのアンケートを実施し，その結果も基準に反映させた。さらに，新たに追加した方

が良いと考えられる事項についても検討した。 

４．評価方法 

 学生小委員会，学生委員会にてバイク通学許可基準について慎重に検討し，両キャンパスで大き

な違いがなく，かつ学生の安全を確保すべき基準になっているかを検討・評価した。 

５．成果 

 高松キャンパスの保護者に対して実施したアンケート結果の概要を以下に示す。 

 

  

 全学生
（１）排気量 （%)

1 125cc 242 58
2 90cc 69 16 125cc（詫間キャンパス）

3 50cc 31 7 90cc（高松キャンパス）

4 低学年禁止 75 18
その他 2 1

合計 419 100
従来，125cc（詫間キャンパス），90cc（高松キャンパス）

（３）通学距離 （%)
1 5～30km 233 56
2 5～20km 155 37 5～30km（詫間キャンパス）

3 その他 27 7 5～20km（高松キャンパス）

合計 415 100

（４）通学許可時期 （%)
1 2年後期 186 45
2 2年前期 126 30 2年後期（高松キャンパス）

3 4年生の前期 100 24 2年前期（詫間キャンパス）

4 その他 6 1
合計 418 100

（５）免許取得時期 （%)
1 現状通り（高松） 219 52 現状通り（高松キャンパス）

2 法律通り(詫間） 111 27 　　・125cc以下は2年生7/15以降

3 4年生の前期 67 16 　　・125超えは4年生4/1以降

4 その他 21 5 ほぼ法律通り（詫間キャンパス）

合計 418 100

注)

注)

注)

注)



2.学科・専攻科・センター等の継続的な改善                 Annual Report 2011 
 

- 129 - 

 

平成 24 年度より適用するバイク通学許可基準を以下に示す。 

 

 

６．これからの取り組み 

 自動車学校の立地の違いから，安全講習の実施方法と通学許可時期がキャンパス間で異なってい

る。通学生に安全運転を心掛けさせ，事故を防止するには，どのような方策が適当であるかを検討

していく予定である。 

 

 

対象

排気量

通学距離

免許取得時期

手続き

バイクおよびヘ

ルメット

保険

交通法規および

学校の規則

事故・違反

キャンパスで異

なる事項
高松キャンパス 詫間キャンパス

通学許可時期
２年生の後期より（キャンパスで行う二輪車安全運転講習

会終了後）
２年生の前期より（通学許可事務手続き終了後）

駐輪場
定められた区画内に，早く来たものから順に端から整列し

て置くこと
指定された場所以外には駐車しないこと

安全講習会

２・３年生のバイク通学の許可は，原則としてキャンパス

で実施する二輪車安全運転講習会に参加していることを条

件とする

免許取得後長期間経た後「通学許可願」を提出する者は，

学生主事が指定する自動車学校で二輪車安全運転講習会を

受け，修了証を学生主事へ提出すること

・騒音の出るバイク，ナンバープレートの跳ね上げなど整備不良のバイク、改造したバイクでの通学は許可しない

・バイクを使用する者は，ジェット型またはフルフェイス型のヘルメットを正しく着用すること

使用するバイクは，法律で定める自動車損害賠償責任保険の外に，任意保険（対人賠償無制限）に加入しているものに

限る

・交通法規及び交通マナーを守り、常に安全運転を心がけること

・学生は，平日，休日共に定められた通学方法を遵守すること。

※定められた通学方法以外の方法で通学していた時に事故にあった場合には，日本スポーツ振興センターからの保険に

よる保障は受けられません

・許可されたバイクは本人が使用し，他人には貸さないこと

・二人乗りはしないこと

・校内では徐行運転（最高速度20km/h)を厳守すること

・エンジンの始動および停止は決められた位置で行うこと

・交通事故，交通違反を起こした者は，すみやかに学生主事へ「事故届又は交通違反届」を提出すること。また，事故

発生のときは，加害者，被害者のいずれの場合にかかわらず，事故処理，賠償問題については保護者において一切の責

任を負うものとする

・過去において、交通事故違反をおこした者は許可しないことがある
・交通事故・交通違反を起こした場合，本人の過失が大で被害者が重傷又は死亡したとき，又は家屋等に大きな被害を

与えたときは，学校として処分する場合がある

平成２４年度バイク通学許可基準

本科および専攻科学生

１２５ｃｃ以下

最も遠い最寄りの駅より遠く，路線距離で３０km以内

・原付の免許交付は1年生終了後の春休み以降

・普通二輪（125cc以下）の自動車学校入校は１年生の冬休み以降で，免許交付は1年生終了後の春休み以降

・普通二輪（125cc超え400ｃｃ以下）および大型二輪の自動車学校入校は３年生の冬休み以降で，免許交付は３年生終
了後の春休み以降

・定めた期日以前に運転免許を取得しなければならない特別な理由がある場合、学生主事の許可を得れば取得すること

ができる

・原級等により進級の遅れた者の運転免許取得については、その者の入学年次の在学生と同じ学年とみなして許可する

・免許を取得する場合は，その前に必ず「免許取得願」を学生主事に提出してから入校および受験をすること

・免許を取得した場合は，免許証のコピーを学生主事へ提出すること

・原付免許を取得した者は，原付講習会修了証のコピーを学生主事へ提出すること
・バイク通学を希望する者は，「通学許可願」を保護者の承諾および学級担任の押印を受けた後，学生主事の許可を受

けなければならない

・許可を受けた車両には，通学許可証（ステッカー）を指定された箇所に貼付すること

・通学方法に変更等（新規・変更・取消）のある学生は速やかに「通学許可願」を学生主事へ提出すること
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2.23.2 学生関係（高松） 

 

１．目的 

学生の態度能力を向上させ，素直な心をつくり，心の気づきを高める。 

 

２．平成２３年度の目標 

元気な挨拶と身だしなみの向上。 

 

３．手段 

 校門指導や校内・近隣の巡視回数を増やし，学生と触れ合う時間を増やす。 

 

４．評価方法 

生活指導における違反者数の推移と適時キャンパス内を歩き目視により評価する。 

 

５．成果 

 元気な挨拶が自然にできることにより，寛容な心をつくることができる。また，身だしなみを整

えることにより，自ずと学習意欲や誠実さが身に付いてくる。 

 今年度の実施状況は以下のようであった。校門指導では，服装および通学方法違反を注意し，特

にイヤホンで音楽などを聞きながら自転車およびバイクで通学する学生について重点指導を実施し

た。その結果，イヤホンの装着は一時減少したが，校門指導の期間をあけると増加したことから，

更に粘り強く指導を継続する必要性を痛感した。 

校内および近隣の巡視は，週 1 回のペースで実施した。前期は，近隣で喫煙をしている学生が数

名見受けられたが，近隣を集中的に巡視することにより，後期は巡視では喫煙する学生は認められ

なかった。校内での喫煙する学生はいなく，喫煙の形跡もほとんど認められなかった。 

学生の身だしなみについては，始業式，年 2 回の服装頭髪指導（1 週間の全授業で実施）を行い，

改善が必要な学生については，改善が確認できるまで指導を実施した。身だしなみについては，更

なる徹底が必要であるが，ある程度の秩序は守られていると考えている。挨拶については，全般的

にできている。 

 

６．これからの取り組み 

 教員と学生が気軽に触れ合うことができるスペース，例えば，食堂や談話室などを利用し，放課

後の特定の時間にオープンする手作りカフェの運営などを計画中である。 
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2.24 寮関係 

2.24.1 学生寮の運営経費の統一と効率化（共通） 

 

１．目的 

両キャンパスに教育施設の一環として整備された学生寮の目的は，香川高専の学生として，共同

生活を通じて，規律正しい集団生活を営み，自主性と社会性を育てることである。 

 

２．平成２３年度の目標 

詫間キャンパスに七宝寮（男子寮：定員２０４名）と紫雲寮（女子寮：定員８８名）があり，高

松キャパスに清雲寮（男子定員１４０名，女子定員４０名）がある。寮生は，共同生活をしながら，

立地の利便性を活かし，勉学，学校活動にいそしんでいる。外国からの留学生も，寮生として生活

を共にしている。 

これまで学生寮は，各寮がそれぞれのキャンパスの伝統を担い運営されてきたが，本年度より種

々の規則を統一した。実際に運用していくことにより生じる問題点を随時共有し，改善について柔

軟かつ厳格に対応していくことが今年度の目標である。学生寮経費については一部設備（冷暖房設

備）の相違により統一できなかった部分を統一に向けて議論しなければならない。 

また，運営の効率化として，これまで最も事務的作業の多かった，欠食届や外泊届を電子化し管

理を一括して処理できるシステムの導入を目指した。 

また，種々の設備面の違いについても問題点を抽出し，今後香川高専の寮生として皆が同等の恩

恵を得られるように，中長期的な設備更新計画を提案していくことも重要である。 

 

３．手段 

（１）学生寮運営経費の統一 

詫間 C にエアコンが設置されたことにより，両キャンパスの冷暖房設備がエアコンに統一された。

施設課などの協力を得て，今後の更新も視野に入れて種々のシミュレーションを実施し，また保護

者負担分を極力少なくする方向で検討した。その際，エアコンの更新経費を設備維持費とし，これ

までの高松 C での徴収額（5000 円/年）やリース導入した場合の見積金額を参考に，今後の更新も

買い取りとすることを前提に検討した。 

 

（２）欠食外泊システムの導入 

欠食や外泊の管理を電子化することとした。学生サイドからの入力は携帯や PC からの Web 入力

とし教職員スタッフは PC ベースとすることとした。また，システム開発やサーバーの管理を外注

する案を寮務委員会で決定し企画運営会議にて承認された。また同時に，両キャンパスの保護者会

においても，寮生や保護者にもメリット（外部から申請可能，外泊や欠食の履歴を保護者も共有な

ど）が多くあることを説明し，一部費用負担を了承いただいた。給食業者についても，利点（給食

数の早期把握など）を理解いただき費用負担の了承を得た。その後，企画競争入札により発注業者

の選定を行った。 

 

４．評価方法 

（１）学生寮運営経費の統一 
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 保護者会において徴収金額の決定根拠などを説明し合意いただくことで妥当と判断する。 

  

（２）欠食外泊システムの導入 

これまでの紙媒体での処理に対する利点や問題点について次年度以降に各所にインタビューを実

施し情報収集し評価改善していく予定である。 

 

５．成果 

（１）学生寮運営経費の統一 

更新は 13 年ごとの買い取り方式とし，両キャンパスともに設備維持費 6000 円/年とすることに

した。両キャンパス保護者会で了承され，これで学生寮運営経費は統一された。 

（２）欠食外泊システムの導入 

7 月に九電インフォコムにシステム開発とサーバー管理を発注し，11 月から試行を始め 12 月か

ら運用を開始した。当初は種々の不具合が発生したが，1 月末には大方の機能が予定通りに稼働し

ている。学生サイドも初めは戸惑っていたが，慣れれば便利になったとの声が多い。ただ，点呼簿

が iPad となったため，一部 iPad の操作に慣れない先生方にはご苦労をおかけしているかもしれな

い。課題としては，点呼簿の iPad が無線 LAN 接続できなかった場合のバックアップや春休み前の

補講期間などイレギラーな時期の完全自動処理の実現が残っている。前者については高松 C では 4

月から宿直教員用の携帯電話を iPhone に変えることでバックアップの機能を果たせると考えてい

る。後者については，当面大きな問題はないが，システム開発した九電インフォコムと対応を検討

中である。 

 

６．これからの取り組み 

今回統一した学生寮運営経費については，今後社会の経済状況などを考慮しつつ，毎年適正金額

であることを確認していく必要がある。 

学生寮運営の効率化のために導入した，欠食外泊管理システムについては，イレギュラーな時期

のバグを早急に改善し，これをベースに，宿日直日誌などの電子化も検討していく予定である。 

また，効率化の観点では，電子化ばかりではなく，外部人材の登用なども含めて教職員スタッフ

の負担軽減を図っていかなければならない。さらに，特に高松キャンパスにおいては，設備の老朽

化とともに部屋数の不足が現実的な課題となっており，中長期的スパンでの学生寮の在り方につい

ての議論を早急に始めなければならない。 
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５． 成果 

 １０月１５日（土），高松キャンパスにおいて交流スポーツ大会が寮生主体で開催された．進行ス

ケジュール，大会の様子（図１），競技結果の詳細を以下に示す。 

8 時 30 分  詫間キャンパス出発 

9 時 20 分  高松キャンパス到着 

9 時 50 分 開会式（第 2 体育館） 

バレーボール（第 2 体育館）   （ 高松 0 – 2 詫間◯） 

        バスケットボール（第 2 体育館） （◯高松 144 – 128 詫間 ） 

12 時 00 分 昼食（寮食堂）寮生役員懇談会 

13 時 30 分 テニス（テニスコート）     （ 高松 1 – 2 詫間◯） 

      ソフトボール（グランド）     （◯高松 8 – 6 詫間 ） 

      サッカー（グランド）      （ 高松 0 – 3 詫間◯） 

16 時 45 分 成績発表・表彰（第 2 体育館）今年度も詫間キャンパスが総合優勝した． 

17 時 00 分 高松キャンパス出発 

18 時 00 分 詫間キャンパス到着 

 

６． これからの取り組み 

 両キャンパスの寮生の親睦を深めるとともに，寮生の自主性を発揮する場として，来年度以降も

寮生交流スポーツ大会を開催する。 
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2.24.3 生活指導の継続と生活環境の改善（詫間） 

 

１．目的 

 両キャンパスに教育施設の一環として整備された学生寮の目的は，香川高専の学生として，

共同生活を通じて，規律正しい集団生活を営み，自主性と社会性を育てることである。 

 

２．平成２３年度の目標 

１．両キャンパス学生寮の共通規則を寮生に周知し厳守させる。 

２．各種行事等の企画運営を寮生主体で実行させる。 

３．寮室へのエアコンの設置とインターネット利用環境の改善のための検討を行う。 

 

３．手段 

 寮生役員（指導寮生）による生活指導として昨年度に引き続き寮生ミーティングを，１月に

約１回の割合で実施する。寮生ミーティングには寮務関係教員が必ず参加し，指導内容を把握

する。寮生ミーティングで両キャンパス学生寮の共通規則を寮生に周知する。１年寮生には椅

子の座り方の資料とあいさつの仕方の資料を配付して，正しい椅子の座り方やあいさつの仕方

について指導する。 

昨年度の４棟（女子寮）に引き続き，２棟，３棟（男子寮）の寮室へエアコンを設置し，イ

ンターネット利用環境を整備する。 

 

４．評価方法 

 寮生ミーティングの内容を参加した寮務関係教員が把握し，毎回適切な指導がなされている
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2.25.2 科学コミュニケーション活動への技術教育支援 (詫間) 
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援。 

・仁尾八朔人形まつりで動的展示物の「からくり八朔人形」を地域の人々と協同製作及びその展

示。 

４. 評価方法 

・出前科学体験教室 

活動に参加した小学生に「ものづくり」や「科学」の面白さを体験できたかのアンケート調査

による評価。 

・仁尾八朔人形まつり 

八朔人形祭りの来場者の感想による評価。 

５. 成果 

（1）出前科学体験教室への技術支援 

   平成２３年度の活動は，図 1 に示すように２０回の活動を行った。 

 

回

数 
日時 行事名（場所） 所在地 内容 

1  6 月 5 日 第 12 回ふれあいまつり城乾 丸亀市 科学体験  
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3  7 月 27 日 飯山南コミュニティセンター 丸亀市 科学体験 ものづくり

4  7 月 29 日 
夏休み 2011 サイエンスフェ

スタ 
   

5  7 月 30 日 独立行政法人国立科学博物館 東京都  ものづくり

6  7 月 31 日     
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8  8 月 9 日 二ノ宮放課後児童クラブ 三豊市 科学体験  

9  8 月 16 日 飯山北コミュニティセンター 丸亀市 科学体験 ものづくり

10 8 月 17 日 城乾コミュニティセンター 丸亀市 科学体験 ものづくり

11  8 月 21 日 さぬきこどもの国 高松市 科学体験 ものづくり

12  8 月 24 日 まきば児童センター 坂出市 科学体験 ものづくり

13  8 月 25 日 吉津小学校放課後教室 三豊市 科学体験  

14  8 月 30 日 小豆島町イマージュセンター 小豆郡 科学体験 ものづくり
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15 10 月 9 日 城北ほくほくまつり 丸亀市 科学体験 ものづくり

16 10 月 16 日 三豊市商工まつり 三豊市 科学体験 ものづくり

17 11 月  5 日 サイエンスフェスタ 高松市 科学体験 ものづくり

18  11月  6日     

19 11 月 10 日 飯山南小学校 丸亀市 JST 連携推進事

業 

ものづくり

20 11 月 20 日 さぬきこどもの国 高松市 JST 連携推進事

業 

ものづくり

図１ 科学コミュニケーション活動報告（平成２３年度） 

 

  これらの活動における児童からのアンケート調査の結果，図２，図３のような結果が得られた。 

      図２ 今日の感想をお聞かせ下さい？        図３ また，やってみたいと思いますか？ 

 

図４ 「ロボット製作」風景               図５ 「ロボット競技」風景 

 
 
 

（2）八朔人形祭りへの技術教育支援 

 本年度は「さるかに合戦」の展示物を地域の方々と学生との共同で製作した。サルがカニに柿

を投げつける場面や臼がサルを懲らしめる場面などを動的に再現した。本年度の新たな取り組み

として，スクリーンに映し出した３Ｄ映像と人形のコラボレーションによるこれまでにない展示

を行った。 

従来とは違う目新しい展示に，来場者の評価も高いものであった。 
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図６ 金太郎展示場面                    図７ 開発風景 
 

６. これからの取り組み 

（1）出前科学体験教室への技術教育支援 

   出前にて「ものづくり」と「科学体験」を行っている。次年度は「科学体験」に於いて，オ

リジナルな作品を充実する必要がある。 

（2）八朔人形祭りへの技術支援 

次年度は，学生の創造性を育むため，学生の関わりの度合いを高めた作品を製作する。 
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